
輝く個性を育む　自然と調和した産業都市　阿南
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あなんキッズスポーツフェスタは、未就学児のお子さまが、スポーツに親しめる運動イベントとなります。
｢親子アクティブチャレンジ｣、｢ニュースポーツ体験｣、｢体操教室・ダンス体験｣ の、３つの運動プログラムを
お届けします。その他バブルボール体験なども開催しますので、お子さまやご家族でぜひお楽しみください。
※室内シューズ、タオル、水分補給用飲料をご持参の上、動きやすい服装でご参加ください。
※①親子アクティブチャレンジ、③体操教室・ダンス体験は、事前申込が必要です。

各プログラムの申し込みは、２次元コードから申込書をダウンロードし、
スポーツ振興課までご提出ください。
申込期間　１月６日㈫〜２月６日㈮  ９:00 〜 17:00（土、日、祝日除く）

申し込み・問い合わせ　スポーツ振興課　☎22－3394

【てつぼう体操教室】10:00 ～ 10:20
対象　未就学児（３～６歳）　定員 15 人
てつぼうのぶら下がりから基礎まで
インストラクターが丁寧に指導します。

【マット運動体操教室】10:30 ～ 10:50
対象　未就学児（３～６歳）　定員 15 人
マットの上で跳んだり転がったり、
バランス感覚を養いましょう！

【親子ダンス体験】11:00 ～ 11:20
対象　未就学児（３～６歳）とその保護者　定員 10 組
親子でいっしょに音楽にあわせてレッツダンス！
ふりつけを覚えて体を動かしましょう。

【リズム＆ダンス体験】11:30 ～ 11:50
対象　未就学児（３～６歳）　定員 15 人

「たのしい」「かっこよく」リズムにあわせて
お友達とみんなでステップを学びましょう！

③ 体操教室・ダンス体験　１階スタジオスペース（10:00 ～ 11:50 事前申込制）

① 親子アクティブチャレンジ 　１階メインアリーナ（9:30 ～ 11:45 事前申込制）

未就学児３～６歳と、その保護者を対象（定員 30 組）に、運動能力発掘アドバイス・親子アクティブチャ
レンジを開催します。

② ニュースポーツ体験　１階サブアリーナ （9:45 ～ 11:45 自由参加）

未就学児から大人まで、ご家族でスポーツに親しめる体験イベントを開催します。
「ストラックアウト・カローリング・ミニ玉入れ体験」など、どなたでも参加 OK、
皆さまで楽しめます。　

し
ん
き
ん
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

　
思
い
っ
き
り

カ
ラ
ダ
を
動
か
し
て
み
よ
う
！

あなん

キッズ
スポーツフェスタ

～阿南市合併 20 周年記念事業～

２月23日㈷
9:30～12:00

参加費
無料 !

場所　しんきんサンアリーナ
　　　（スポーツ総合センター）

申込書はこちら !
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阿南市合併 20周年記念シンポジウム

｢阿波公方を語る｣ 開催のお知らせ
那賀川町は阿波公方（平島公方）と呼ばれる足利将軍家一族が、戦国時
代から約 270 年間にわたりくらしていた地であり、室町幕府 14 代将
軍の義栄もこの地で生まれ育ちました。近年、その実像が明確になって
いなかった阿波公方についても新たな論説が生まれています。
このことから、阿南市合併 20 周年を記念し、見識をもつ専門家を県内外からお招きし、まちの歴史文化に
光をあてるとともに、まちづくりに活用する方法を考えます。

日時　２月 28 日㈯　13:30 〜 16:20（受付 13:00 〜）
場所　コスモホール（情報文化センター）
　　　※入場無料、事前申込不要
　　　※来場者特典として限定御城印（平島館跡）をプレゼント
　　　　（１人１枚限り、先着 200 人、受付にて 13 :00 から無料配布）
基調講演　｢三好氏と足利義維（義冬）・義栄父子｣
　　　　　天理大学人文学部歴史文化学科教授　天野忠幸さん

｢ 徹底討論！－阿波公方の実像にせまる－ ｣
パネルディスカッション

天理大学人文学部
歴史文化学科教授
天野 忠幸 さん

四国大学文学部
日本文学科教授
須藤 茂樹 さん

徳島市立
徳島城博物館前館長
根津 寿夫 さん

阿南市長

岩佐 義弘

パネリスト

パネリストの先生方に聞きたいことを募集します！
募集期間　２月 20 日㈮まで
応募方法　質問内容、質問者名（会場で読み上げるので、仮名でも OK）を明記の上、
　　　　　文化振興課まで、メールでご応募ください。

ホームページ

問い合わせ　文化振興課　☎22－1798
　　　　　　e-mail:kyoubun@anan.i-tokushima.jp

ま る わ か り
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瑞

宝

小

綬

章

秋
の
叙
勲宮城 勢治さん

見能林町（78歳）

　

宮
城
さ
ん
は
、
阿
南
工
業
高
等

専
門
学
校
の
教
授
と
し
て
学
校
の

発
展
・
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連
の
技
術
開
発
に
い
ち

早
く
着
目
し
、
多
く
の
研
究
テ
ー

マ
の
開
拓
に
取
り
組
み
、
阿
南
工

業
高
等
専
門
学
校
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
利
用

技
術
者
教
育
に
お
い
て
日
本
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を
築
く
原

動
力
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
16
年

度
に
は
阿
南
市
と
連
携
し
ト
ラ
ク

タ
ー
や
ハ
ウ
ス
加
温
機
の
排
気
ガ
ス

浄
化
の
研
究
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

瑞

宝

双

光

章若木 康正さん
領家町（73歳）

　

若
木
さ
ん
は
、
平
成
5
年
に
保

叙勲等を受章された方をご披露します。
掲載のご了解が得られた方を紹介しています。（一部敬称略）
掲載年齢は１月１日時点です。

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
30
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
更

生
保
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
い
へ
ん
穏
や
か
な
人
柄
で
、

公
正
か
つ
誠
実
な
指
導
に
よ
り
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直

り
を
助
け
、
意
欲
的
に
犯
罪
予
防

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
阿
南
那
賀
地
区
保
護
司
会
の

分
区
長
・
副
会
長
を
歴
任
し
、
会

の
発
展
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

瑞

宝

単

光

章面田 哲也さん
横見町（66歳）

　

面
田
さ
ん
は
、昭
和
52
年
か
ら

長
き
に
わ
た
り
保
線
区
の
軌
道
関

係
業
務
に
精
励
し
、強
い
責
任
感

を
も
っ
て
常
に
先
頭
に
立
ち
、正
確

な
現
場
把
握
と
確
実
な
業
務
遂
行

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。特
に
、軌
道

保
守
・
検
査
業
務
に
お
い
て
レ
ー
ル

や
分
岐
器
等
軌
道
材
料
に
関
わ
る

正
確
無
比
な
検
査
を
実
施
し
、適

切
な
修
繕
計
画
を
策
定
、安
全
安

定
輸
送
の
基
盤
を
成
す
安
全
管
理

体
制
を
築
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

森本 正明さん
中大野町（65歳）

　

森
本
さ
ん
は
、昭
和
60
年
に
阿

南
市
消
防
団
員
を
拝
命
さ
れ
て
以

来
38
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
従
事
し
、市
消
防
団

の
副
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。数

多
く
の
災
害
現
場
に
駆
け
つ
け
、消

防
活
動
に
お
け
る
的
確
な
指
揮
の

み
な
ら
ず
防
災
意
識
の
高
揚
を
推

進
す
る
な
ど
、地
域
住
民
の
安
全

で
暮
ら
し
や
す
い
町
を
め
ざ
し
て

日
夜
献
身
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

瑞

宝

双

光

章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

中川 善夫さん
羽ノ浦町（61歳）

　

中
川
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
海

上
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
以
来
、
常

に
責
任
感
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
航
空
士
と
し

て
飛
行
中
の
シ
ス
テ
ム
監
視
や
各

機
器
類
の
操
作
お
よ
び
不
具
合
発

生
時
の
対
応
を
的
確
に
行
い
、
航

空
機
の
安
全
運
航
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
Ｕ
Ｓ

－

２
型
航
空
機
の

開
発
に
も
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
整
備
業
務
に
関
す
る
豊
富
な

経
験
を
活
か
し
て
隊
員
に
技
術
指

導
を
行
う
な
ど
、
隊
員
の
技
術
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

瑞

宝

単

光

章渡部 孝美さん
那賀川町（74歳）

　

渡
部
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
阿

南
消
防
組
合
消
防
吏
員
を
拝
命
さ

れ
て
以
来
、
34
年
余
り
の
長
き
に

わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
ま

し
た
。
的
確
な
指
示
と
懸
命
な
消

火
活
動
で
、
幾
多
の
災
害
に
対
し

常
に
第
一
線
に
た
っ
て
奮
闘
し
、

災
害
防
止
や
被
害
の
軽
減
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
貴
重

な
消
防
経
験
を
生
か
し
、
後
輩
消

防
職
団
員
へ
の
指
導
に
も
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

瑞

宝

双

光

章

高
齢
者
叙
勲小濱 重幸さん

見能林町（88歳）

　

小
濱
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
か
ら

徳
島
県
内
小
・
中
学
校
の
教
諭
、

教
頭
、
校
長
を
歴
任
し
、
約
38
年

の
長
き
に
わ
た
り
義
務
教
育
の
充

実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の

赴
任
校
で
あ
る
見
能
林
小
学
校
で

は
、
教
育
効
果
を
上
げ
る
た
め
2

つ
の
分
校
の
統
合
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
平
成
９
年
度
に
は
阿
南

市
小
学
校
校
長
会
会
長
と
し
て
、

教
師
の
人
権
感
覚
の
確
立
と
地
域

と
連
携
し
た
人
権
教
育
の
充
実
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

大
臣
・
長
官
表
彰

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

小
濱
　
重
幸
さ
ん

　

見
能
林
町
（
88
歳
） 

　

小
濱
さ
ん
は
、
阿
南
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
委
員
と
し
て
、

24
年
の
長
き
に
わ
た
り
国
政
選
挙

を
は
じ
め
各
地
方
選
挙
に
お
い
て

地
域
に
お
け
る
明
る
い
選
挙
の
啓

発
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら
は
、
副
会
長
と
し

て
選
挙
啓
発
活
動
を
通
じ
て
投
票

率
の
向
上
と
明
る
い
選
挙
の
実
現

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
閣
官
房
長
官
表
彰

尾
崎
　
範
子
さ
ん

　

下
大
野
町
（
76
歳
） 

　

尾
崎
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
に
阿

南
ふ
れ
あ
い
生
活
学
校
設
立
に
尽

力
し
、
代
表
と
し
て
生
活
運
動
推

進
の
先
頭
に
立
ち
、
地
域
に
密
着

し
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
県
生
活

学
校
連
絡
会
副
会
長
と
し
て
、
省

資
源
・
省
エ
ネ
活
動
を
は
じ
め
と

す
る
県
内
外
の
生
活
学
校
運
動
の

発
展
と
拡
大
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

総

務

大

臣

表

彰

湯
浅
　
幸
美
さ
ん
　

　

宝
田
町
（
57
歳
）

　

湯
浅
さ
ん
は
、
平
成
23
年
か
ら

複
数
府
省
が
実
施
す
る
統
計
調
査

に
統
計
調
査
員
と
し
て
14
年
に
わ

た
り
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
に

協
力
的
で
、
地
域
の
事
情
に
も
詳

し
く
、
説
得
力
に
優
れ
、
調
査
票

の
整
理
・
点
検
を
丁
寧
に
行
い
、

期
限
内
に
提
出
す
る
な
ど
責
任
感

が
強
く
、
国
の
政
策
実
現
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

笠
谷
　
祐
史
さ
ん

　

那
賀
川
町
（
60
歳
） 

　

笠
谷
さ
ん
は
、
徳
島
県
全
体
の

学
校
教
育
振
興
お
よ
び
後
進
の
育

成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
教
職
員
の
人
材
育
成
の
た
め
、

課
題
の
解
決
や
指
導
技
術
の
伝
承

等
を
行
う
な
ど
、
全
教
職
員
で
若

手
職
員
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
「
徳

島
型
メ
ン
タ
ー
制
度
」
の
推
進
・

普
及
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
現
在
は
徳
島
県
中
学
校
校
長

会
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
く
し
の
会

　

同
団
体
は
、
22
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
那
賀
川
公
民
館
で
70
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
会
食
サ
ロ

ン
を
開
催
し
、
ひ
き
こ
も
り
防
止

や
絆
の
保
持
を
目
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
真
心
を
込
め
た
料
理

を
提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
参
加

者
の
心
を
温
め
る
な
ど
、
地
域
の

つ
な
が
り
の
強
化
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
表
彰

防
犯
功
労
者
表
彰

■
警
察
庁
長
官
・
公
益
社
団
法
人

全
国
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
会
長
連
名
表
彰

　

住
友　

淳
二(

那
賀
川
町)

　
（
阿
南
少
年
補
導
協
助
員
会
理

　

事
）

■
徳
島
県
防
犯
協
会
長
・
徳
島
県

警
察
本
部
長
連
名
表
彰

　

佐
　々

栄
子(

深
瀬
町)

　
（
阿
南
少
年
補
導
協
助
員
会
会

　

計
）

■
四
国
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会

長
・
中
国
四
国
管
区
警
察
局
長

　
連
名
表
彰

　

加
藤　

利
行(

横
見
町
）

　
（
阿
南
地
域
の
安
全
を
守
る
会

理
事
）

■
警
察
庁
長
官
・
財
団
法
人
防
犯

協
会
連
合
会
会
長
連
名
表
彰

　

川
原　

義
弘
（
羽
ノ
浦
町
）

　
（
自
警
団
・
は
の
う
ら
）

■
徳
島
県
知
事
表
彰

　

今
川　
　

敏
（
畭
町
）

　
（
阿
南
地
域
の
安
全
を
守
る
会

理
事
）

社
会
福
祉
表
彰

全
国
社
会
福
祉
大
会

■
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

　
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

　

岩
橋　

義
一
（
長
生
町
）

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
功
労

表
彰

　

小
川　

和
子
（
宝
田
町
）

社
協
・
民
間
団
体
功
労
表
彰

　

澤
田　

康
幸
（
那
賀
川
町
）

永
年
勤
続
功
労
表
彰

　

原　
　

和
男
（
領
家
町
）

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

■
名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　

久
田　

哲
郎
（
長
生
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

尾
畑　

治
子
（
那
賀
川
町
）

　

佐
野　

公
子
（
那
賀
川
町
）

長年の功績　栄えある受章
おめでとうございます
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塩
﨑
紀
久
子
（
羽
ノ
浦
町
）

　

田
中　

祐
代
（
那
賀
川
町
）

　

山
田
利
恵
子
（
上
大
野
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

　

植
原　

正
昭
（
学
原
町
）

　

公
方
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
那
賀
川

　

町
）

　

答
島
21
世
紀
会
（
津
乃
峰
町
）

■
徳
島
県
県
社
会
福
祉
協
議
会
大

会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　

兼
松　
　

功
（
富
岡
町
）

　

近
藤　

清
子
（
椿
町
）

　

鳥
海　

俊
江
（
見
能
林
町
）

　

湯
浅　

幸
美
（
宝
田
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

　

熊
山　

昌
代
（
学
原
町
）

　

紅
露　

清
惠
（
桑
野
町
）

　

萩
原　

健
人
（
上
大
野
町
）

　

好
岡　

恵
子
（
那
賀
川
町
）

　

吉
田　

真
弓
（
山
口
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

　

井
上　

照
子
（
富
岡
町
）

　

小
西
エ
イ
子
（
那
賀
川
町
）

　

四
宮　

節
子
（
上
大
野
町
）

　

田
村　
　

聖
（
橘
町
）

　

坪
井
壽
美
代
（
富
岡
町
）

　

宮
井
登
代
子
（
那
賀
川
町
）

　

ひ
ま
わ
り
ご
近
所
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
（
那
賀
川
町
）

市
功
労
者
表
彰

　

令
和
７
年
10
月
19
日
、
市
役
所

で「
令
和
７
年
度
阿
南
市
表
彰
式
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
市
政
各
般
に

わ
た
っ
て
功
労
の
あ
っ
た
方
や
長

年
に
わ
た
り
公
共
の
福
祉
に
寄
与

さ
れ
た
方
な
ど
31
人
に
表
彰
状
を

贈
り
ま
し
た
。

■
20
年
以
上
、
地
域
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
見
廻
り
等
、
安
全
確

保
に
努
め
た
者

　

井
沢　

忠
昭
（
加
茂
町
）

■
市
の
教
育
ま
た
は
文
化
の
振
興

に
尽
力
し
、
特
に
功
績
が
あ
っ

た
者

　

霜
田　

精
奏
（
山
口
町
）

■
30
年
以
上
、
本
市
の
消
防
団
員

と
し
て
活
動
し
た
方

　

岡
久　
　

寛
（
七
見
町
）

　

林　
　

利
之
（
福
村
町
）

　

品
川　

佳
史
（
福
村
町
）

　

林　
　

博
文
（
福
村
町
）

　

松
原　

勝
敏
（
畭
町
）

　

山
本　

久
和
（
横
見
町
）

　

棚
野　

哲
二
（
上
中
町
）

　

近
藤　

恭
弘
（
中
大
野
町
）

　

尾
崎　

秀
樹
（
下
大
野
町
）

　

上
原　

善
彦
（
中
大
野
町
）

　

西　
　

浩
司
（
加
茂
町
）

　

坂
本　

真
一
（
羽
ノ
浦
町
）

　

湯
浅　

俊
章
（
加
茂
町
）

　

橋
本　

隆
広
（
桑
野
町
）

　

田
中　

政
信
（
阿
瀬
比
町
）

　

阿
地　

建
和
（
新
野
町
）

　

佐
川　
　

浩
（
福
井
町
）

　

藤
目　

清
司
（
椿
泊
町
）

　

久
米　

一
樹
（
椿
泊
町
）

　

竹
内　

祐
二
（
才
見
町
）

　

蘆
田　

裕
彦
（
那
賀
川
町
）

　

西
野　

和
弘
（
那
賀
川
町
）

　

松
木　

直
也
（
那
賀
川
町
）

　

小
野　
　

勝
（
那
賀
川
町
）

　

後
藤　

健
司
（
羽
ノ
浦
町
）

　

谷
内　

浩
治
（
羽
ノ
浦
町
）

■
市
の
公
益
の
た
め
本
市
に
対
し
て

負
担
条
件
の
伴
わ
な
い
私
財
を
寄

附
し
た
方

　

阿
波
銀
リ
ー
ス
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

石
本　
　

宏
（
徳
島
市
）

　

四
国
放
送
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

岡
元　
　

直
（
徳
島
市
）

　
■
20
年
以
上
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
社
会
福
祉
活
動
に
取
り

組
み
、
特
に
功
績
が
あ
っ
た
者

　

久
田　

哲
郎
（
長
生
町
）

阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

　

第
54
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀

作
品
賞
を
次
の
方
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

■
書
道
の
部

【
市
長
賞
】
村
部　

幸
子

【
議
長
賞
】
谷　
　

令
子

【
教
育
長
賞
】
大
松
谷
清
子

■
日
本
画
の
部

【
市
長
賞
】
瀧
本
美
佐
子

【
議
長
賞
】
岡
部
美
佐
子

【
教
育
長
賞
】
武
田
美
音
子

■
洋
画
の
部

【
市
長
賞
】
東　

紀
美
子

【
議
長
賞
】
原　
　

静
子

【
教
育
長
賞
】
住
友　

義
彦

■
写
真
の
部

【
市
長
賞
】
斉
藤　

瑞
穂

【
議
長
賞
】
藤
野　

和
也

【
教
育
長
賞
】
計
盛
眞
一
朗

■
彫
塑
・
工
芸
の
部

【
市
長
賞
】
山
田　
　

歩

【
議
長
賞
】
宮
繁　

忠
司

【
教
育
長
賞
】
山
橋　

妙
子

■
華
道
展
の
部

【
市
長
賞
】
小
原
流

【
議
長
賞
】
嵯
峨
御
流

【
教
育
長
賞
】
未
生
流
笹
岡

■
寒
蘭
展
の
部

【
市
長
賞
】
喜
多
條
隆
治

【
議
長
賞
】
武
田　

水
保

【
教
育
長
賞
】
田
村　

能
洋

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】
東　
　

弥
生

【
議
長
賞
】
西
崎　

鈴
子

【
教
育
長
賞
】
喜
來
富
士
子

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】
小
畑　

定
弘

【
議
長
賞
】
里
和
倭
己
子

【
教
育
長
賞
】
郡　
　

雅
和

■
科
学
経
験
発
表（
１
～
４
年
生
）の
部

【
市
長
賞
】
村
上
い
ろ
は

【
教
育
長
賞
】
山
西　

壮
汰

■
科
学
経
験
発
表（
５・６
年
生
）の
部

【
市
長
賞
】
村
上
絢
志
郎

【
教
育
長
賞
】
森　
　

奏
介

■
科
学
経
験
発
表（
中
学
生
）の
部

【
市
長
賞
】
岩
浅　

里
帆

　
　
　
　
　
　

浜
崎　

心
遥

　
　
　
　
　
　

中
川　

陽
葵

【
教
育
長
賞
】
村
上　

悠
空

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　
　
　
　
　
　

鬼
塚
彩
朱
茄

　
　
　
　
　
　

田
上　

友
彩
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阿南税務署から確定申告に関するお知らせ

問い合わせ　阿南税務署　☎22−0414

申告書はできるだけご自分で作成していただき、お早めに提出してください。

令和７年分の確定申告・納税の期限
所得税および復興特別所得税 ３月 16 日㈪
個人事業者の消費税および地方消費税 ３月 31 日㈫
贈与税 ３月 16 日㈪

確 定 申 告 の
作成はこちら

確定申告

マイナンバーカードで自宅から e-Tax
国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」から、スマホやパソコンで所得税
などの申告書を作成し、マイナンバーカードを使用してオンラインで提出ができます。
マイナポータル連携を利用すると、給与、年金、医療費、ふるさと納税などのデータ
を申告書の該当項目へ自動入力することができます。（給与のデータは、事業主の方が、
オンラインで源泉徴収票を提出していること等の要件があります）

※マイナンバーカード読取対応のスマ－トフォンまたは IC カードリーダライタが必要です。
詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。
① 確定申告書等作成コーナーや e-Tax の事前準備などのお問い合わせ
　 e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　☎ 0570 － 01 － 5901
② 電子証明書の読み取りやマイナンバーカードに関するお問い合わせ
　 マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ 0120 － 95 － 0178 マイナポータル

連携についてはこちら
国税の納付に便利な
キャッシュレス納付

はこちら

確定申告会場への来場を検討されている方へ
　場　　所　　富岡町滝の下４番地４　阿南税務署　３階大会議室
　設置期間　　２月 16 日㈪～３月 16 日㈪（土、日、祝日を除く）
　受付時間　　8:30 ～ 15:00（相談開始は 9:00 ～）

●入場には事前予約か当日受付が必要です。
　オンライン事前予約（LINE 予約）
　・LINEアプリで「国税庁公式アカウント」を友だちに追加してください。
　・来場を希望される日の２営業日前までに発行してください。　
　申告会場での当日受付（8:30 ～）
　・受付枠に応じて後日の来場をお願いする場合がありますので、ご了承ください。
●来場の際は①スマートフォンまたはタブレット②マイナンバーカード③パスワード（２種類）を必ず

お持ちください。
　・確定申告会場では、申告書作成について、ご自身でスマホ等を操作していただきます。
　・パスワードは、利用者証明用電子証明書（数字４桁）および署名用電子証明書（英数字６～16

桁）の両方が必要です。
●２月 16 日㈪～２月 27 日㈮までは資産税担当職員が従事していませんので、贈与税および譲渡所得

の申告相談を希望される方は、３月２日㈪～３月 16 日㈪の期間にお越しください。

LINE友だち
追加はこちらから！⇒
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公的年金等の源泉徴収票の交付
老齢年金は、所得税法上の雑所得として課税の対象になっています。そのため、老齢年金を受けてい
る方には、1年間の年金の支払総額などを記載した「公的年金等の源泉徴収票」が１月中旬から１月
下旬にかけて送付されますので、確定申告の際に使用してください。
ただし、障害年金・遺族年金は、課税の対象となっていないため、源泉徴収票は送付されません。
なお、源泉徴収票を紛失された場合や未着の場合等には、ねんきんネットや徳島南年金事務所（☎
088－652－1511）において源泉徴収票の再交付の受付を行っています。

問い合わせ　保険年金課　☎22－1118

固定資産税についてお知らせ

問い合わせ　税務課固定資産税担当
　　 ☎22−1114

固定資産税とは
毎年１月１日（賦課期日）に、土地、家屋また
は償却資産を所有もしくは使用している人がそ
の固定資産税の価格をもとに算出された税額を
その所在する市区町村に納める税金です。
土地の評価について
地目については、その年の１月１日の現況地目
等によって評価しており、調査のためお伺いす
ることがありますので、ご協力をお願いします。
新築家屋の評価について
令和７年１月２日以降に新築された家屋の評価
を順次実施しています。家屋の評価については、
均衡のとれた公平な固定資産税の課税のために
家屋の内部および外部について詳細な調査を行
う必要がありますので、ご協力をお願いします。
償却資産の申告について
令和８年度の償却資産の申告書を12月に発送
しています。事業用資産を所有している法人お
よび個人の方は、令和８年１月１日現在、所有
している資産について２月２日㈪までに申告し
てください。なお、個人が設置した住宅用の太
陽光発電設備でも、発電規模が10キロワット
以上の場合は申告が必要です。
次の場合は連絡してください
土地については、利用形態を変更したとき、家
屋については、家屋の取り壊しや増築、新築を
したときなどです。

阿南市議会　
正副議長が選任されました

市議会令和７年第２回臨時会で正副議長、各委
員会委員などが選任されました。委員会の構成
は、市議会のホームページをご覧ください。

副議長（第 66 代）
陶久 晃一 氏

（ 67歳 内原町 ）

議 長（第 62 代）
幸坂 孝則 氏

（ 68歳  羽ノ浦町 ）

阿南市へ
●金一封

大阪府東大阪市
株式会社ティグラ
代表取締役
佐藤博司様から
企業版ふるさと納税制度を活用し、本市の「第
２期阿南市まち・ひと・しごと創生推進事業」
推進のための資金として

●卓球台５台
阿南市卓球協会様から
阿南市の社会体育振興のため

阿南市消防本部へ
●金５万円

市民の方から救急用品購入代として
以上、ご寄贈いただきありがとうございました。

おくりもの
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新
年
を
迎
え
る
こ
の
時
期
、改
め
て

「
備
え
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
と
と
し
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、多
く

の
方
が
被
災
し
、避
難
生
活
の
長
期
化

や
支
援
体
制
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
し
た
。災
害
は
、い
つ
、ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。い
ざ
と
い
う
時
、地
域
に
住
む
す
べ

て
の
人
が
安
全
に
避
難
で
き
る
た
め
の

備
え
が
、今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
高

齢
者
な
ど
、
自
力
で
の
避
難
が
難
し
い

市
民
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
の
事
前
の

備
え
が
「
私
の
ひ
な
ん
計
画
」
で
す
。

こ
れ
は
、
避
難
に
支
援
を
必
要
と
す
る

人
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る

の
か
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
支
え
る
の
か

を
事
前
に
整
理
し
て
お
く
計
画
で
す
。

本
人
や
家
族
の
状
況
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
作
成
し
、
関
係
者
と
共
有
し

て
お
く
こ
と
で
、
災
害
発
生
時
に
も
落

ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
「
私
の
ひ
な
ん
計
画
」
は
、
本
人
や

家
族
だ
け
で
な
く
、
近
隣
住
民
や
自
治

会
、
福
祉
関
係
者
な
ど
の
協
力
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
地
域
に
広
げ
る
こ
と

で
、
災
害
時
に
助
け
を
必
要
と
す
る
人

を
、
地
域
全
体
で
支
え
合
え
る
環
境
が

整
っ
て
い
き
ま
す
。災
害
へ
の
備
え
は
、

行
政
や
専
門
機
関
だ
け
で
は
成
し
得
ま

せ
ん
。
顔
の
見
え
る
関
係
を
日
ご
ろ
か

ら
築
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え

る
地
域
づ
く
り
が
、
い
の
ち
を
守
る
力

に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
始
ま
り
に
、「
私
の
ひ

な
ん
計
画
」
を
作
成
し
、
自
分
や
家
族

の
備
え
や
地
域
全
体
の
安
全
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
私
の
ひ
な
ん
計
画
」
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ  

地
域
共
生
推
進
課 

☎
22

−

３
４
４
０

防
災
コ
ラ
ム  

～ 

ち
ょ
っ
と
防
災
の
話
を
し
よ
う
か 

～

第
７
回
「
あ
な
た
の
命
を
守
る
！

　
　
　
　
私
の
ひ
な
ん
計
画
で
災
害
に
備
え
よ
う
」

Vol.7

防
災
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ  

危
機
管
理
課 

☎
22

−

９
１
９
１

阿
南
市
で
は
、「
私
の
ひ
な
ん
計
画
」
作
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホームページ

障害者控除対象者認定書を
受けることができます

申請・問い合わせ　地域共生推進課　☎22－3440

交付対象　障害者手帳の交付を受けていない65歳
以上の介護認定を受けている方（介護保
険の審査で使用している主治医意見書の
日常生活自立度により判定しますので、
必ず認定されるとはかぎりません。要支
援の方は対象外となります）

利用先等　所得税や市・県民税の確定申告等におい
て、障害者手帳の代わりに、税法上の「特
別障害者控除」または「障害者控除」を受けることができま
す。

　　　　　「障害者控除対象者認定書」の交付をすでに受けており、要
介護認定状態区分に変更がない方は、前回交付された認定書
を引き続き使用できます。

申請できる方　対象者本人またはその親族
申請に必要なもの　介護保険被保険者証、印鑑、申請者の本人確認書類、

委任状（対象者または同居親族以外が申請する場合）
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短期英会話講座③受講生募集

問い合わせ　那賀川社会福祉会館　
　　　　　　☎42−3319
※受付は火～金曜日14:00～20:00、土、日

曜日 9:00～17:00（月曜日、祝日は休館）

英語を学びたい方、英会話のレベルを高めたい
方の参加をお待ちしています。ALT の先生か
ら楽しく、丁寧に教えていただけます。
日時　１月15日㈭から２月19日㈭までの毎週

木曜日（全６回）19:30～20:45
場所　那賀川社会福祉会館
　　　（那賀川町苅屋357番地１）
対象  市内に在住または市内の事業所に勤務し

ている方（学生は除く）
講師　グレース・オニールさん（米国・女性）
定員　20人（先着順）
参加費　無料
申込締切日　１月11日㈰

建設工事等の一般競争入札（指名競争入札）
参加資格審査申請書の受付

令和８年度に市が発注する建設工事【追加受付】（ただし、令和７年１月15日～令和７年12月10日
の間に申請をされた方は不要です）および令和８・９年度に発注する建設工事に係る測量・建設コン
サルタント業務等【定期受付】の入札に参加を希望される方は、申請書等を提出してください。
受付期間　１月15日㈭～２月16日㈪（土、日、祝日を除く）
提出書類等　徳島県との共同受付を実施しています。電子申請が困難な場合に限り、持参または郵送

により申請可能です。詳しくは市ホームページおよび徳島県電子入札ホームページをご
覧ください。

物品購入等の一般競争入札（指名競争入札）
参加資格審査申請書の受付【追加申請】

令和８年４月１日〜９月30日の間に市が発注する物品購入等の入札に参加を希望される方は、申請
書を提出してください。
ただし、令和４年７月１日～令和７年11月28日の間に申請された方は不要です。
受付期間　１月13日㈫～２月10日㈫（土、日、祝日を除く）
提出書類等　電子申請にて申し込みください。電子申請が困難な場合に限り、持参または郵送により

申請可能です。詳しくは市ホームページをご覧ください。

申し込み・問い合わせ　総務課　☎22−3804

問い合わせ　消防本部警防課　☎22−3796

令和８年
阿南市消防出初式について

新年に際し、消防団員と消防職員の士気の高揚
と職務の重要性を再認識し、防災に対する新た
な決意と防火意識の高揚を図り安全安心なまち
づくりの達成をめざすことを目的として行いま
す。
日時　１月18日㈰　10:00～12:00
場所　夢ホール（文化会館）
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参 加 無 料

どなたでも

デジタル
digital を開催します

なんでも 相 談 室

阿南市人権教育研究大会を開催しますので、ぜひ
ご参加ください。
日時　２月７日㈯　10:00〜16:00
場所　文化会館、富岡公民館、ロイヤルガーデン

ホテル、ひまわり会館
内容　午前:全体会 
　　　開会行事・基調提案・大会宣言・講演
　　　演題「ほんとうの勇気とは やさしさとは」
　　　講師　弘瀬喜代さん
　　　午後:分科会

※手話通訳を希望される方、託児を希望さ
れる方は、１月30日㈮までに人権教育
課へお申し込みください。

参加費　無料
昼食　各自でご用意ください。飲食は会場内の指

定された場所でお願いします。
　　　なお、ホワイエにおいて「ベーカリーみん

と」によるパンの販売を行いますが、数に
限りがありますのでご了承ください。

問い合わせ　人権教育課
☎22－3392　FAX22－4785

阿南市人権教育研究大会のお知らせ

を開催します

お使いのスマートフォンや
タブレット端末等

持参物

・スマホの安全な使い方が分からない
・阿南市公式LINEの受信設定が分からない
・家族や友人とSNSで交流したい
・ネットショッピングを楽しみたい
・災害時に役立つスマホの使い方を知りたい

こんなことでお悩みではありませんか

申し込み・問い合わせ　DX推進課
　　　　　　　　　　　    ☎24－8024

ご注意事項
※ご予約時間から 30 分以内

でのご相談となります。
※ご自宅のインターネット環境や設置機器に関す

るご相談にはお応えできない場合があります。
※次回以降も未開催の公民館において順次開催

します。
　（日程等は広報あなんでお知らせします）
※悪天候等の場合は、中止となることがあります。

開催日 時　間 場　所 申込期間

１月８日
㈭

10:00 〜 10:30　
10:30 〜 11:00　
11:00 〜 11:30　
11:30 〜 12:00

椿
公民館

１月５日㈪〜
１月７日㈬　
9:00 〜
17:00 の間

※各時間帯
　２人まで

14:00 〜 14:30　
14:30 〜 15:00　
15:00 〜 15:30　
15:30 〜 16:00　

福井
公民館

第34回 阿南市生涯学習推進大会

問い合わせ　生涯学習課　☎22−3391

第34回阿南市生涯学習推進大会が開催されます。
ぜひ、ご家族みなさんでご来場ください！
開催日　１月24日㈯ 　場所　文化会館２階　研修室
大会受付　９:30　　開会　10:00　　講演　10:10
演題　「絵本づくりに込める思い」
講師　画家・絵本作家
　　　羽尻利門さん
1980年兵庫県生まれ。２歳から京
都で育つ。現在、徳島県阿南市在住。
立命館大学国際関係学部卒（在学中、
香港中文大学へ留学）。日本児童出
版美術家連盟（童美連）会員。四国
大学 生活科学部　特認教授（2025
年４月～）児童書（絵本、読み物の挿絵）や小学校教
科書・教材の挿絵などを手掛けている。絵本では繊細
なタッチで背景の人物や風景の細部まで描き込む作品
が多く、画面の隅々まで絵を楽しむことができるよう
工夫している。多くの作品中に阿南市内や徳島県内の
風景がさりげなく登場する。※入場無料、申込不要
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令和８年４月採用予定

会計年度任用職員の募集
※試験案内は申込期間中に担当課で配布またはホームページに掲載します。　※いただいた個人情報は、目的以外には使用しません。

・採用人数は業務の必要に応じて採用します。
・地方公務員法第 16条の欠格条項に該当しないこと。
・期末・勤勉手当の支給は、勤務日数等の要件によります。
・通勤費を市の規定に基づいて支給します。
・休日は原則、土、日、祝日ですが、職場によって異なります。
・年次有給休暇等を市の規定に基づいて付与します。
・申込は郵送可。

その他の条件
（共通事項）

・勤務日数等により、健康保険、厚生年金保険、雇用保険、互助会に加
入します。

・給与等は、令和７年 11月１日現在のものであり、給与改定等により
変更する可能性があります。

・応募資格は、令和８年３月 31日までに取得見込可。
※教員免許更新制度の廃止により、教員免許状の有効期限については、
徳島県ホームページをご確認ください。

業務内容　火葬業務の受付、使用料の収受、館内一
般清掃等

勤務時間　8:30～17:15の間で７時間
応募資格　パソコンの基本操作ができること
給与等　　日額 8,247円～8,818円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）を市民

活動支援室へ提出してください。
申込期間　１月６日㈫～22日㈭　8:30～17:15　
　　　　　※土、日、祝日は除く
試験内容　面接試験
試験日　　２月８日㈰
試験場所　市役所
問 市民生活課　☎24−8061

葬斎場職員

業務内容　地域共生推進課における障がい福祉業務
の補助事務（パソコン操作、窓口・電話
対応など）、窓口における聴覚障がい者
等の相談・手続きへの手話通訳、身体障
がい者関係会議や市集会、研修会等での
手話通訳、手話通訳養成講座時の運営補
助、その他保健福祉部業務に係る運営補
助事務

勤務時間　8:30～16:30の間で７時間
応募資格　次のすべてに該当する方
　　　　　①手話通訳士、手話通訳者のいずれかの

資格を有する方
　　　　　②普通自動車第一種運転免許を有する方
給与等　　日額 8,818円～9,370円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）に資格

証明書および普通自動車運転免許証の写
しを添えて、地域共生推進課へ提出して
ください。

申込期間　１月５日㈪～30日㈮　8:30～17:00
　　　　　※土、日、祝日は除く　
試験内容　面接試験
試験日　　２月21日㈯
試験場所　市役所
問 地域共生推進課　☎22−3440

障がい者地域生活支援員

業務内容　市役所（本庁および出先機関）における
窓口業務等の事務補助

勤務時間　8:30～17:15の間で７時間程度
応募資格　パソコンの基本操作ができる方
給与等　　日額 8,247円～8,818円
申込方法　指定申込用紙に必要事項を記入し、人事

課へ提出してください。（郵送を推奨）
申込期間　１月６日㈫～19日㈪　8:30～17:15
　　　　　※土、日、祝日は除く　
試験内容　①録画動画面接　②筆記試験
　　　　　※録画動画面接の詳細は、申込時にお渡

しする説明資料をご覧ください。
　　　　　※①、②とも受験が必須です。
試験日　　①１月６日㈫～29日㈭
　　　　　②２月１日㈰
試験場所　②市役所
問 人事課　☎22−1112

事務員

業務内容　障害支援区分認定調査（障がい福祉サー
ビス等の申請者宅または市役所において、
障害程度や日常生活に関する80項目の
調査等。マニュアルや研修もあるので、
未経験の方も可能）

勤務時間　8:30～16:30の間で７時間
応募資格　次のすべてに該当する方
　　　　　①社会福祉士、精神保健福祉士、保健師、

看護師のいずれかの資格を有する方
　　　　　②普通自動車第一種運転免許を有する方
給与等　　日額 9,651円～9,897円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）に資格

証明書および普通自動車運転免許証の写
しを添えて、地域共生推進課へ提出して
ください。

申込期間　１月５日㈪～30日㈮　8:30～17:00
　　　　　※土、日、祝日は除く　
試験内容　面接試験
試験日　　２月21日㈯
試験場所　市役所
問 地域共生推進課　☎22−3440

障害支援区分認定調査員

保健センター職員
業務内容　保健センターにおける保健事業業務補助
勤務時間　8:30～16:30の間で７時間
応募資格　次のいずれかの資格を有し、かつ普通自

動車第一種運転免許を有する方
  　　　 　①看護師　②保健師　③管理栄養士  
給与等　　①日額 8,818円～9,370円
　　　　　②③日額 9,651円～9,897円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）に資格

証明書の写しを添えて、保健センターに
提出してください。

申込期間　１月５日㈪～16日㈮　8:30～17:00
　　　　　※土、日、祝日は除く　
試験内容　面接試験
試験日　　２月１日㈰
試験場所　健康づくりセンター
問 保健センター　☎22−1590

保健師
業務内容　国民健康保険保健事業補助（特定健康診

査事務および勧奨事務・訪問、重複処方
多剤投与者への訪問指導等）

勤務時間　8:30～16:30の間で７時間
応募資格　次のすべてに該当する方
　　　　　①保健師免許を有する方
　　　　　②普通自動車第一種運転免許を有する方
　　　　　③パソコンの基本操作ができる方
給与等　　日額 9,651円～9,897円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）に保健

師免許証・運転免許証の写し等を添えて、
保険年金課に提出してください。

申込期間　１月13日㈫～23日㈮　8:30～17:15　
　　　　　※土、日曜日は除く
試験内容　面接試験
試験日　　２月７日㈯
試験場所　市役所
問 保険年金課　☎22−1118

子ども家庭支援員
業務内容　こども家庭センター（本庁）における児

童福祉相談業務（家庭児童相談、児童虐
待相談等）

勤務時間　8:30～17:15の間で７時間
応募資格　次のすべてに該当する方
　　　　　①社会福祉士・精神保健福祉士・公認心

理師・保健師・保育士・教職員免許法
に規定する普通免許状などの資格を有
する方

　　　　　②２年以上の児童福祉に関する相談・支
援業務経験がある方

　　　　　③普通自動車第一種運転免許を有し、パ
ソコンの基本的な操作ができる方

給与等　　日額 9,651円～9,897円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）に資格

証明書の写しを添えて、こども家庭セン
ターに提出してください。

　　　　　※郵送で申込される際は、事前にご連絡
ください。

申込期間　１月５日㈪～23日㈮　8:30～17:15
　　　　　※土、日、祝日は除く　
試験内容　面接試験
試験日　　２月１日㈰
試験場所　市役所
問 こども家庭センター　☎24−8062

こども家庭センター職員
業務内容　こども家庭センター（本庁）における母

子保健事業業務補助
勤務時間　8:30～17:15の間で７時間
応募資格　次のいずれかの資格を有する方で、普通

自動車第一種運転免許を有し、パソコン
の基本的な操作ができる方

　　　　　①保健師　②助産師　③看護師  
給与等　　①②日額 9,651円～9,897円
　　　　　③日額８,818円～9,370円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）に資格

証明書の写しを添えて、こども家庭セン
ターに提出してください。

　　　　　※郵送で申込される際は、事前にご連絡
ください。

申込期間　１月５日㈪～23日㈮　8:30～17:15
　　　　　※土、日、祝日は除く　
試験内容　面接試験
試験日　　２月１日㈰
試験場所　市役所
問 こども家庭センター　☎24−8062
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児童館指導員・代替指導員
業務内容　児童館へ来館する児童への遊びの指導、イ

ベント時のポスターやおもちゃの製作、児
童館母親クラブに関する各種事務

勤務時間　火～金曜日 13:30～17:30
　　　　　※学校長期休暇時は13:00～17:00
　　　　　土曜日 9:00～17:00の間で７時間
応募資格　次のア～エのうちいずれかに該当する方
　　　　　ア　保育士、幼稚園、小学校、中学校、高

校教員のいずれかの免許を有する方
　　　　　イ 　社会福祉士の資格を有する方
　　　　　ウ　大卒で社会福祉学、心理学、教育学、

社会学、芸術学、体育学科のいずれかを
修了した方

　　　　　エ　高卒以上で児童福祉事業に従事した経
験が２年以上ある方

給与等　　１時間あたり1,178円
　　　　　※代替指導員は手当、休暇等が児童館指

導員と異なりますので、詳しくはお問
合わせください。

申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）に、応
募資格のア～エが確認できる証明書を添
えて生涯学習課へ提出してください。試
験案内は申込期間中に生涯学習課で配布
します。

申込期間　１月６日㈫～23日㈮　8:30～17:15　
　　　　　※土、日、祝日は除く
試験内容　面接試験
試験日　　２月１日㈰
試験場所　市役所
問 生涯学習課　☎22−3391

令和８年４月採用予定会計年度任用職員の募集

図書館司書・図書館事務員
業務内容　那賀川・羽ノ浦図書館および市役所図書

館カウンターにおける図書館業務
　　　　　①図書館司書　②図書館事務員
勤務時間　8:30～18:15の間で７時間（シフト制）
　　　　　図書館開館日の土、日、祝日の勤務あり

（ローテーション制）
応募資格　パソコンの基本操作ができる方
　　　　　①は司書資格を有する方
給与等　　①日額 8,818円～9,370円
　　　　　②日額 8,247円～8,818円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）、①に

応募される方は司書資格が確認できる書
類を添えて那賀川図書館に提出してくだ
さい。

申込期間　１月８日㈭～22日㈭　10:00～17:15
　　　　　※12日㈷、13日㈫、19日㈪は除く
試験内容　面接試験
試験日　２月１日㈰
試験場所　市役所
問 那賀川図書館　☎42−3111

移住促進コーディネーター
業務内容　移住相談業務、移住希望者と移住支援団

体や地域住民との調整業務、阿南市の情
報発信およびPR活動（移住関連サイト
やSNS の更新、移住フェアへの出展等）
等

勤務時間　9:00～17:00の間で７時間程度（週35
時間）

応募資格　パソコンやSNS の基本操作ができ、普通
自動車第一種運転免許を有する方

給与等　　月額240,000円（通勤費のみ支給）
申込方法　指定申込用紙に必要事項を記入し、自己

PR文、運転免許証の写しを添えて観光
交流課へ提出してください。

申込期間　１月７日㈬～23日㈮
　　　　　8:30～17:15　※土、日、祝日は除く　
試験内容　面接試験
試験日　　2月８日㈰ 
試験場所　市役所
問 観光交流課　☎22−7404

公民館職員
業務内容　市内公民館での事業・運営に関する事務、

館の管理等の業務
勤務時間　①9:00～15:00の間で５時間
　　　　　②9:00～12:00
給与等　　①日額 5,891円
　　　　　②日額 3,534円
　　　　　※期末・勤勉手当の支給、健康保険・厚

生年金保険・雇用保険の加入は①のみ
です。

申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）を生涯
学習課へ提出してください。試験案内は
申込期間中に生涯学習課で配布します。

申込期間　１月６日㈫～23日㈮　8:30～17:15　
　　　　　※土、日、祝日は除く
試験内容　面接試験
試験日　　２月１日㈰
試験場所　市役所
問 生涯学習課　☎22−3391

観光案内、特産品PR等職員
業務内容　光のまちステーションプラザ等における

観光案内、特産品PR、施設管理、観光
団体連携等観光に関する業務

勤務時間　9:00～17:00の間で７時間程度
　　　　　※シフトにより土、日、祝日の勤務あり
応募資格　パソコンやSNSの基本操作ができ、普通

自動車第一種運転免許を有する方
給与等　　日額 8,247円～8,818円
申込方法　市販の履歴書（自筆・写真貼付）に運転

免許証の写しを添えて観光交流課へ提出
してください。

申込期間　１月19日㈪～２月２日㈪
　　　　　8:30～17:15　※土、日曜日は除く　
試験内容　面接試験
試験日　　２月15日㈰
試験場所　市役所
問 観光交流課　☎22−7404

野焼きは法律で禁止されており、
拘禁刑もしくは罰金の対象となります

問い合わせ　環境保全課　22－ 3413

野焼きは法律で禁止されています
廃棄物処理法では、「野外焼却禁止の例外」を除き、廃棄物を焼
却してはならないと厳しく規制しており、家庭や事業場から出た
廃棄物を野焼きまたはドラム缶や一斗缶などで焼却することはで
きません。

野焼きの例外として
農業者が農地管理または害虫駆除のために行う稲わらや作物の残
がいの焼却など、農業に関するものは認められていますが、やむ
を得ず焼却をする場合でも、次のとおり最大限の注意を払って行
うようにしてください。
　○火災に十分留意して消火するまでその場を離れないこと
　○山や林の近くでは燃やさないこと
　○できるだけ住宅等から離れた場所を選び、風向きや時間帯を考慮すること
また、周囲の住宅環境などに影響を及ぼしている場合や、道路が濃い煙に覆われ、交通事故の危険性
がある場合などは、行政指導の対象となり、焼却を中止していただく場合もあります。
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公
約
の
進
捗
状
況
　
　
　
　
　
　
　

　

私
は
２
年
前
の
市
長
就
任
以
来
、「
市
政

は
た
だ
一
点
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
の
た

め
の
み
に
あ
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て

常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
幅
広
く
聞
き
な
が
ら
、「
市
民
の
幸

せ
を
カ
タ
チ
に
す
る
市
政
」
の
実
現
を
め
ざ

し
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
の
公
約
に
関
し
て
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
新
総
合
計
画

に
掲
げ
た
６
本
柱
に
沿
っ
て
ご
報
告
申
し
上

げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「
災
害
に
強
く
、
安
全
・
安
心
な
阿
南
」
の

創
生

　

積
極
果
敢
に
中
央
要
望
活
動
を
展
開
し
た

結
果
と
し
て
、
道
路
関
係
で
は
、
令
和
６
年

度
国
補
正
分
と
し
て
、
前
年
度
補
正
分
を
９

億
６
千
万
円
上
回
る
33
億
円
を
獲
得
し
、
率

に
し
て
41
％
も
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
も
１

５
６
億
円
が
確
保
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

な
か
で
も
桑
野
道
路
に
お
い
て
は
、
令
和
６

年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
17
％
も
伸
び
て
お

り
、
令
和
７
年
６
月
に
貫
通
し
た
下
大
野
ト

し
た
ほ
か
、
現
在
、
羽
ノ
浦
小
学
校
に
お
い

て
工
事
を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
は
、
岩
脇

小
学
校
と
平
島
小
学
校
の
２
校
も
整
備
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

「
健
康
で
ひ
と
に
優
し
い
阿
南
」
の
創
生

　

今
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
、
が
ん

治
療
に
よ
る
外
形
変
化
を
補
う
た
め
の
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る

「
が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具
助
成
事
業
」
の

ほ
か
、「
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支

援
と
し
て
、
徳
島
県
内
の
自
治
体
で
は
初
め

て
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
手
話
言
語
条
例
」

を
制
定
し
た
ほ
か
、
障
が
い
者
日
常
生
活
用

具
給
付
等
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
加
え
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
機
能
強
化
事
業
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

「
歴
史
・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
で
に
ぎ
わ
う
阿

南
」
の
創
生

　

歴
史
を
活
用
し
た
観
光
に
関
し
ま
し
て
は
、

徳
島
県
と
の
良
好
な
関
係
性
に
よ
り
、本
市

ン
ネ
ル
、
長
生
・
明
谷
ト
ン
ネ
ル
、
阿
南
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
オ
ン
ラ
ン
プ
橋
な
ど
の

大
型
構
造
物
や
改
良
工
事
な
ど
、
区
間
全
体

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
産
業
が
伸
び
ゆ
く
阿
南
」
の
創
生

　

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
理
念
を

採
り
入
れ
た
産
学
官
連
携
に
よ
る
中
小
企
業

支
援
、
蓄
電
池
関
連
企
業
が
立
地
す
る
優
位

性
を
生
か
し
た
、
本
市
に
お
け
る
「
徳
島
バ

ッ
テ
リ
ー
バ
レ
イ
構
想
」
の
推
進
、
先
端
技

術
を
用
い
た
次
世
代
を
担
う
新
産
業
の
創
生

及
び
企
業
立
地
を
促
進
し
、
雇
用
の
確
保
に

つ
な
げ
る「
阿
南
市
新
産
業
創
生
奨
励
条
例
」

の
制
定
、徳
島
南
部
自
動
車
道
「
阿
南
Ｉ
Ｃ
」

の
開
通
を
見
据
え
た
、
内
陸
型
物
流
工
業
団

地
の
開
発
に
よ
る
産
業
立
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
笑
顔
あ
ふ
れ
る
阿
南
」

の
創
生

　

市
長
就
任
早
々
の
令
和
６
年
２
月
に
「
阿

南
市
立
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
計
画
」
を
策
定
し
、
令
和
６
年
度
に
今
津

小
学
校
と
宝
田
小
学
校
の
２
校
を
整
備
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
長
生
小
学
校
を
整
備

の
辰
砂
鉱
石
が
大
阪
・
関
西
万
博
の
徳
島
県

ゾ
ー
ン
で
の
展
示
物
に
選
ば
れ
、本
市
の
宝
と

も
い
え
る
辰
砂
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
の
整

備
で
は
、今
年
度
か
ら
５
か
年
を
か
け
、史
跡

内
の
整
備
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
の
個
性
と
き
ず
な
が
輝
く
阿
南
」
の

創
生

　

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
那
賀
川
町
複

合
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、
基
本
設

計
及
び
実
施
設
計
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度

か
ら
２
か
年
を
か
け
て
全
体
設
計
を
完
成
さ

せ
、
令
和
９
年
度
に
着
手
、
令
和
11
年
度
中

の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
公
約
の
進
捗
状
況
等
に
つ
き
ま
し

て
、
概
要
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
南
市
の
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
こ
の
２

年
間
で
ま
い
た
種
が
大
き
く
花
開
く
よ
う
、

本
市
の
持
つ
強
み
を
最
大
限
生
か
し
な
が
ら
、

市
民
の
幸
せ
を
一
つ
一
つ
カ
タ
チ
に
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
み
を
掲
載
し
ま
し
た
。

全
項
目
の
進
捗
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
な
状
態
で
臨
め
る
よ
う
し
っ
か
り
準
備
に

取
り
組
み
、
こ
れ
を
契
機
に
「
歴
史
文
化
の

ま
ち
阿
南
」
を
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

３
点
目
と
し
て
、
２
月
28
日
に
開
催
す
る

阿
波
公
方
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
合
併
20
周
年
記
念
事
業
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
阿
波
公
方
に
関
連
す
る
学
術
調
査

等
に
お
い
て
、
新
た
な
事
実
の
発
見
や
そ
れ

に
よ
る
新
解
釈
の
提
唱
な
ど
、
阿
波
公
方
周

辺
の
歴
史
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
戦
国
史
の
第
一
人
者
で

あ
り
、
多
数
メ
デ
ィ
ア
に
も
出
演
し
て
お
ら

れ
る
天
理
大
学
教
授
の
天
野
忠
幸
先
生
、
さ

ら
に
、
県
内
の
阿
波
公
方
に
関
し
知
見
を
有

す
る
大
学
教
授
等
を
お
招
き
し
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
本
市
が
誇

り
得
る
文
化
遺
産
、
阿
波
公
方
の
歴
史
を
有

機
的
・
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
ま
ち

の
活
性
化
を
促
し
、
さ
ら
に
市
民
か
ら
愛
さ

れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

「
図
書
の
ま
ち
阿
南
」
構
想

　

阿
南
市
立
図
書
館
協
議
会
を
は
じ
め
、
読

書
振
興
協
議
会
や
お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ま
に
丁
寧
に
説
明
し
、
様
々
な
ご
意
見

を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
那
賀
川
図
書
館
、
羽
ノ
浦
情
報
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
説
明
会
を
実

施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
ご
意
見
や
ご

要
望
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
10
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
２
か

阿
波
公
方
に
関
連
し
た
事
業
に
つ

い
て

　

本
市
の
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
阿
波
公

方
に
関
連
し
た
事
業
に
つ
い
て
３
点
申
し
上

げ
ま
す
。

　

１
点
目
と
し
て
、
阿
波
公
方
・
民
俗
資
料

館
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
か
ら
、
観
覧
料

の
無
料
化
と
休
館
日
の
見
直
し
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

観
覧
料
を
無
料
と
す
る
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

阿
波
公
方
の
歴
史
を
知
り
、
我
が
ま
ち
の
魅

力
を
体
感
し
、
郷
土
の
歴
史
に
誇
り
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
契
機
と
し
、
本
市
の
貴
重
な

歴
史
文
化
遺
産
の
伝
承
へ
繋
げ
て
い
く
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
当
館
を
拠
点

と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
め
ざ
す
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
点
目
と
し
て
、「
全
国
足
利
氏
ゆ
か
り
の

会
」
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
け
る
来
年
度
開

催
が
決
定
し
た
こ
と
の
報
告
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
会
は
、
足
利
氏
ゆ
か
り
の
市
町
及
び
関

係
団
体
並
び
に
社
寺
等
が
連
携
し
、
足
利
氏

の
顕
彰
と
ゆ
か
り
の
地
の
発
展
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
61
年
か
ら
発
足
し
、
現
在
ま
で
継

続
し
て
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
地
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
と
西
日
本

で
毎
年
交
替
し
な
が
ら
決
め
て
お
り
、
来
年

度
は
西
日
本
で
開
催
さ
れ
る
年
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
去
る
10
月
21
日
に
栃
木

県
さ
く
ら
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
足
利
氏

ゆ
か
り
の
会
」
に
お
い
て
、
本
市
で
の
開
催

が
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
開
催
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
、
万

月
間
、「
図
書
の
ま
ち
阿
南
」
構
想
や
那
賀
川
、

羽
ノ
浦
両
図
書
館
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
き

ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
広
く

募
集
し
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
頂
い

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
等
を
集
約
し
た
結
果
、
那

賀
川
、
羽
ノ
浦
両
図
書
館
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
要
望
が
多
か
っ
た
機
能
を
可
能
な
限
り

「
残
す
機
能
」
と
し
て
存
続
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
、
具
体
的
に
は
、「
読
書
機
能
」「
お

話
し
コ
ー
ナ
ー
」「
新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
」

は
存
続
、「
司
書
の
配
置
」「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

貸
出
し
・
返
却
・
予
約
」
の
各
機
能
に
つ
き

ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
「
図
書

カ
ウ
ン
タ
ー
」
方
式
の
利
点
を
取
り
入
れ
た
、

言
わ
ば
「
読
書
テ
ラ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
」
と
し

て
存
続
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
見
直
す
機
能
」
と
し
ま
し
て
、

書
架
ス
ペ
ー
ス
を
見
直
す
こ
と
で
、
自
習
ス

ペ
ー
ス
の
利
便
性
や
情
報
発
信
機
能
の
拡
充
、

テ
ー
マ
別
「
読
書
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
な
ど

を
行
う
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
新
た
に
導
入
す
る
機
能
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
防
音
対
策
や
存
続
す
る
機
能
と
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
（
区
分
け
）
を
行
い
つ
つ
、
子
育

て
支
援
機
能
、
官
民
連
携
、
市
民
交
流
の
機

能
を
軸
と
し
て
、
親
子
で
活
用
で
き
る
全
天

候
型
の
キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
や
未
就
学
児
か
ら
テ

ィ
ー
ン
ズ
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
支
援

機
能
を
導
入
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
議
会
で
の
ご

論
議
を
は
じ
め
、
阿
南
市
立
図
書
館
協
議
会
、

読
書
振
興
協
議
会
、
市
民
説
明
会
で
頂
い
た

ご
意
見
や
ご
要
望
を
も
と
に
「
図
書
の
ま
ち

阿
南
」
構
想
の
さ
ら
な
る
具
現
化
策
を
本
年

度
内
に
お
示
し
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

富
岡
地
区
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、「
こ
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
ら
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
最
重
要
施
策

の
一
つ
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

富
岡
地
区
に
お
け
る
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
・
運
営
に
向
け
て
は
、
教
育
・
保
育
に
関

す
る
専
門
的
見
地
や
本
市
が
尊
重
す
る
人
権

の
視
点
か
ら
審
査
し
て
い
た
だ
け
る
委
員
を

含
め
た
関
係
職
員
で
構
成
す
る
「
阿
南
市
富

岡
地
区
認
定
こ
ど
も
園
整
備
・
運
営
事
業
者

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
去
る
９
月
29
日

に
第
１
回
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
委

員
会
で
は
、
募
集
要
項
及
び
審
査
基
準
の
策

定
に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
10
月
６
日
に
募
集
要
項
を

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
月
27
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で

の
応
募
受
付
期
間
を
経
て
、
現
在
は
一
次
審

査
及
び
二
次
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
令
和
７
年
12
月
下
旬

に
は
富
岡
地
区
に
お
け
る
認
定
こ
ど
も
園
運

営
事
業
者
を
決
定
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
富
岡
地
区
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
に
向
け
て
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
議
会
12
月
定
例
会

市
長
所
信

　
市
議
会
令
和
７
年
12
月
定
例
会
が
、
12
月
５
日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
の
21
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
、
岩
佐
市
長
が
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。
抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の
み
を

掲
載
し
ま
す
。

　
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
日
作
成
す
る

市
議
会
会
議
録
は
、
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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徳
島
県
立
し
ら
さ
ぎ

中
学
校
は
、
全
国
初
の

県
立
夜
間
中
学
と
し
て
、

令
和
3
年
4
月
に
開
校

し
、
徳
島
県
立
中
央
高

等
学
校
の
敷
地
内
（
徳

島
市
北
矢
三
町
）
に
設

置
さ
れ
、
今
年
度
で
５

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

１　
夜
間
中
学
と
は

　
「
夜
間
中
学
」
と
は
、
義
務
教
育
を
修
了

し
な
い
ま
ま
学
齢
期
を
経
過
し
た
方
だ
け
で

な
く
、
不
登
校
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
中
学

校
を
卒
業
し
た
方
、
母
国
ま
た
は
日
本
で
義

務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
外
国
籍
の
方
や
日

本
の
教
育
を
受
け
た
い
と
希
望
す
る
方
な
ど

の
、
義
務
教
育
を
受
け
る
機
会
を
実
質
的
に

保
障
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
学
校
で
す
。令
和
7
年
4
月
現
在
で「
夜

間
中
学
」
は
全
国
に
64
校
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
の
概
要

　

令
和
７
年
度
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
に
は
、
10
代

か
ら
70
代
ま
で
の
24
人
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
学
び
直
し
を
希
望

さ
れ
た
生
徒
や
外
国
籍
（
8
カ
国
）
の
生
徒
た

ち
で
す
。

　

し
ら
さ
ぎ
中

学
校
の
一
日
の

授
業
は
、
1
コ

マ
（
40
分
）
の

4
時
間
で
行
い
、

始
ま
り
は
17
時

45
分
で
終
わ
り

は
21
時
5
分
で

す
。
月
曜
か
ら

金
曜
ま
で
週
5

日
授
業
を
行
い
、

公
立
の
中
学
校
と
同
じ
よ
う
に
、
国
語
な
ど
の

教
科
等
の
学
習
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
公

立
中
学
校
で
あ
る
た
め
、
授
業
料
は
無
料
で
、

教
科
書
は
無
償
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
教

材
費
等
で
本
校
で
は
、
今
年
度
「
年
間
1
万
2

千
円
」
を
集
金
し
て
い
ま
す
。
給
食
は
あ
り
ま

せ
ん
。

３　
コ
ー
ス
選
択
制
・
授
業
に
つ
い
て

　

授
業
は
、
学
年
に
関
係
な
く
、
主
に
教
科
を

中
心
に
学
ぶ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
と
主
に

日
本
語
を
中
心
に
学
ぶ「
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」

の
2
つ
の
コ
ー
ス
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。「
チ

ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
は
1
～
3
、「
ベ
ー
シ
ッ

ク
コ
ー
ス
」
は
1
、
2
の
合
計
5
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
お
り
、
生
徒
の
希
望
を
担
任
と
相
談
を

 

教 

頭  

齋
藤
　
大
輔 

さ
ん

徳
島
県
立
し
ら
さ
ぎ
中
学
校

徳
島
県
立
し
ら
さ
ぎ
中
学
校

～
全
国
初 

県
立
夜
間
中
学
で
の
学
び
～

（50）

問
い
合
わ
せ　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
22

－

３
０
９
４

し
な
が
ら
一
人
一
人
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
の
選

択
を
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ベ
ー

シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」
の
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
1
」
で

は
週
10
コ
マ
、「
ベ
ー
シ
ッ
ク
2
」
で
は
週

8
コ
マ
、
日
本
語
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
体
育
・
美
術
・

音
楽
等
は
、
全
校
生
徒

が
一
緒
に
授
業
を
受
け
、

年
齢
や
国
籍
に
関
係
な

く
、
交
流
を
し
て
い
ま

す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時

間「
し
ら
さ
ぎ
タ
イ
ム
」

や
特
別
活
動
で
は
、
七

夕
祭
り
、
書
き
初
め
な

ど
、
日
本
の
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
多
く
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
外
学
習
と
し
て
、
阿

波
踊
り
会
館
で
の
阿
波
踊
り
体
験
や
遍
路
体

験
、
藍
染
め
体
験
、
大
谷
焼
体
験
な
ど
、
徳

島
な
ら
で
は
の
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
体
験
学
習
も
徳
島
の
良
さ
を
実
感
で
き
、

生
徒
た
ち
に
も
好
評
の
よ
う
で
す
。

　

県
内
の
高
等
学
校
と
の
交
流
学
習
も
行
っ

て
お
り
、
例
年
徳
島
県
立
阿
南
光
高
等
学
校

か
ら
先
生
方
や
生
徒
さ
ん
た
ち
が
来
校
し
、

防
災
ラ
イ
ト
製
作
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
通
し
て
学
び
を
得
て
い
ま
す
。

４　
生
徒
た
ち
の
学
び

　

本
校
の
生
徒
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
学
び
直
し
を
希
望
し
、
入
学
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
る
生
徒
も
多
く
、
夕
方
ま
で

仕
事
を
し
て
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
登
校

し
、
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
ど
の
生
徒
も

知
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
毎
日
熱
心
に
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
籍
の
生
徒
も
多
く
、
日
本
語

の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
普
段
の
会
話
の
中

に
も
い
か
し
、
他
の
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
が
国
際
交
流
の
場
で
も
あ
り
、
み
ん

な
笑
顔
で
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

５　
本
校
の
入
学
資
格

　

本
校
の
入
学
資
格
は
、
義
務
教
育
年
齢
を

超
え
て
い
る
人
で
、
義
務
教
育
の
学
校
（
小

学
校
・
中
学
校
な
ど
）
を
卒
業
し
て
い
な
い

人
、
ま
た
は
、
不
登
校
等
の
理
由
で
十
分
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ま
ま
卒
業
し
た

人
、
そ
し
て
、
徳
島
県
に
住
ん
で
い
る
か
、

働
い
て
い
る
人
と
い
う
の
が
要
件
と
な
り
、

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
原
則
、
高
校

（
通
信
制
を
含
む
）、
大
学
に
在
学
中
の
人
は

入
学
で
き
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ぶ
機
会
の
た

め
に
「
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
」
を
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
本
校
の
校
歌
は
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
さ

ん
に
作
詞
・
作
曲
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
本
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
学
等
、
本
校
へ
の
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
８
８
―
６
７
７
―
４
５
５
５

【 一日の日課表 】▲
 学　活　17:45 ～ 17:55▲

 １校時　17:55 ～ 18:35▲
 ２校時　18:40 ～ 19:20▲

 ３校時　19:30 ～ 20:10▲
 ４校時　20:15 ～ 20:55▲

 学　活　20:55 ～ 21:05
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がんばれ！阿南市チーム

阿南市チーム監督・選手

区　分 氏　　名 勤務先・学校名 学年 出場
回数 区　分 氏　　名 勤務先・学校名 学年 出場

回数
監　督 稲岡　哲平 日亜化学工業㈱ 13

男子選手

安部　裕多 つるぎ高校 1 2
コーチ

兼男子選手
島田　紘季 加茂谷中学校 6 宮城　介乙 富岡西高校 1 4
山﨑　優希 日亜化学工業㈱ 19 四宮　陽人 阿南中学校 3 2

マネージャー
兼女子選手 久龍　未空 ヤノ運動用品㈱ 5

日浦　凰助 阿南第一中学校 3 1
岩花　崇佑 富岡東中学校 3 2

男子選手

奥田　龍星 大塚食品㈱ 7 柳坂　日喜 那賀川中学校 3 3
結城　直哉 日亜化学工業㈱ 22 湯浅　和真 那賀川中学校 3 1
折野　正和 日亜化学工業㈱ 1 宮野　優太 羽ノ浦中学校 3 2
梶本　康太 日亜化学工業㈱ 9 武谷　宗宜 阿南中学校 1 1
國行　麗生 ㈱大塚製薬工場 14 石井　稟汰 羽ノ浦中学校 1 1
櫻田　智也 ㈱大塚製薬工場 5

女子選手

福良　郁美 ㈱大塚製薬工場 12
山本　健介 筑波大学 4 8 藤坂　百恵 阿南支援学校ひわさ分校 2
児島雄一郎 順天堂大学 3 6 治尾優衣奈 山口大学 3 8
久米　満喜 富岡西高校 3 5 折野　妃菜 羽ノ浦中学校 3 2
川田　愛翔 西脇工業高校 3 5 森　　そら 富岡東中学校 2 2
森　　　夏 富岡西高校 2 3 竹内　心音 那賀川中学校 2 1
宮下　柊斗 富岡西高校 2 3 近藤　茉心 羽ノ浦中学校 1 1
大西　涼介 富岡東高校 2 4 森脇　光望 羽ノ浦中学校 1 1
高原　秀有 小松島西高校 1 2

新春の阿波路を駆け抜ける第
72回徳島駅伝が１月４日に
開幕します。昨年を上回る総
合３位入賞、メダル獲得をめ
ざして、チーム一丸となって
練習に取り組んでいます。監
督の稲岡哲平さんは、「全員
の走力アップをめざして、継
続した練習を行い、記録を伸
ばしている選手もたくさんい
る。今年は阿南市内を走る区
間もあり、沿道からの声援が
力になるので、応援してほし
い」と語ってくれました。出
場選手への温かい応援をよろ
しくお願いします。

第72回徳島駅伝

合同練習会（12月６日・JA アグリあなん陸上競技場）

第72回徳島駅伝コース
第１日（１月４日）
美波町～那賀町～阿南市
勝浦町～徳島市〔11区間〕57.2㎞
山口小学校前　　　　11：15ごろ
津乃峰地区防災公園　11：34ごろ
阿南信用金庫
見能林駅前支店前　　11：44ごろ
阿南市役所前　　　　11：54ごろ

第２日（１月５日）
三好市～徳島市

〔12区間〕　61.0㎞

合計
〔23区間〕　 118.2㎞
※左記の時刻は先頭チームの
　到達予定時刻を想定しています。
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た
作
品
で
、
シ
ュ
ー
ル
な
面
白
さ

の
裏
に「
マ
イ
ナ
ス
に
飛
び
込
め
」

「
な
ま
身
の
自
分
に
賭
け
る
」
と

い
っ
た
太
郎
の
言
葉
が
響
き
、
若

き
日
の
自
分
と
重
な
っ
て
胸
を
打

た
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
劇
場
版
タ
ロ
ー
マ
ン
公

開
！
徳
島
上
映
は
1
カ
所
の
み
で

し
た
が
、「
何
か
理
由
を
つ
け
て

自
分
の
好
き
な
も
の
を
諦
め
る
、

そ
ん
な
軟
弱
な
精
神
を
ケ
ン
タ
ロ

ー
マ
ン
は
許
さ
な
い
！
（
笑
）」

と
即
座
に
見
に
行
き
、
テ
レ
ビ
版

に
増
し
て
癖
を

強
め
た
世
界
観

に
ど
っ
ぷ
り
浸

か
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

途
中
か
ら
ニ

ッ
チ
な
層
の
方

に
し
か
伝
わ
ら

な
い
内
容
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
…
「
自
分
の
価
値
観
を
持
っ

て
生
き
る
こ
と
は
、
嫌
わ
れ
て
も

当
た
り
前
な
ん
だ
」
そ
う
岡
本
太

郎
も
言
っ
て
い
た
。
と
、
タ
ロ
ー

マ
ン
構
文
で
締
め
く
く
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

次
は
桑
野
町
の
田
村
義
和
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
鳴
門
市
で
生
ま
れ
、
16
歳
で

阿
南
高
専
に
進
学
し
、
寮
生
活
を
始

め
ま
し
た
。
卒
業
後
は
日
亜
化
学
に

入
社
し
、
気
付
け
ば
阿
南
に
暮
ら
し

て
31
年
、
い
つ

し
か
阿
南
は
、

私
に
と
っ
て

「
第
二
の
ふ
る

さ
と
」
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

離
れ
た
土
地
で

暮
ら
す
こ
と
を

決
め
た
あ
の
日
、
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
…
機
械
好
き
で
、
人
と
同
じ
こ

と
を
す
る
の
が
嫌
い
な
性
分
か
ら
、

期
待
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
そ
ん
な
私
の
心
を
「
な
ん

だ
こ
れ
は
！
」
と
揺
さ
ぶ
っ
た
テ
レ

ビ
番
組
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放

送
さ
れ
た
「
タ
ロ
ー
マ
ン
」
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
芸
術
家
・
岡
本
太

郎
の
思
想
を
70
年
代
特
撮
風
に
描
い

羽ノ浦町
田渕健太郎 さん

マ
イ
ナ
ス
に
飛
び
込
め

問い合わせ　文化振興課　☎22−1798

阿波人形浄瑠璃は平成11年、国の重要無形文化財に
指定されました。「中村園太夫座」は阿南市新野町に
江戸時代末期より伝わり親しまれてきました。伝承の
技芸は新野中学校民芸部など、若い人たちにも受け継
がれています。郷土の誇り「阿波人形浄瑠璃」の舞台
を夢ホールでお楽しみください。

日時　１月25日㈰　13:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
演目　式三番叟
　　　傾城阿波の鳴門（順礼歌の段）、
　　　三十三所花の山  壺坂霊験記
　　　（沢市内の段・山の段）
　　　一谷嫩軍記（熊谷陣屋の段）　
入場料　200円（小中高生無料）
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売　平惣書店（阿南センター店）、文化会館、

情報文化センター

阿波人形浄瑠璃芝居公演 
中村園太夫座公演

徳島北高校を経て、東京藝術大学音楽学部邦楽科生田
流筝曲専攻を卒業。
大学で学んだ生田流古典筝曲のほか、和楽器メタルバ
ンド「KAGURAMUSO（神楽無双）」のメンバーで
ある等、多様なジャンルの演奏をお届けします。

日時　1月12日㈷　14:00開演（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
出演　木下萌花、名西高校箏曲部（箏、十七絃）
助演　大西晴一二（尺八）、多田英治（箏、三絃）
入場料　（全席自由・税込）
　　　　前売り一般 2,000円（当日500円増し） 
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売　
文化会館、情報文化センター、徳島新聞社事業部、平
惣（徳島店・川内店・小松島店・阿南センター店、
GETTIIS（別途手数料がかかります）

新春・遠藤咲季子
お箏のしらべ

問い合わせ　文化会館　☎21−0808
（水曜休館）
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うみてらす北の脇イベント情報

●ハワイアンダンス教室♪　
日時　1 月 10 日㈯、2 月 14 日㈯　10:00 ～ 11:00

●肩・腰・足スッキリ！リセットストレッチ講座　　
海辺の空間で、ココロもカラダもリセットしませんか？
日時　１月 28 日㈬、２月 25 日㈬　10:00 ～ 11:00
定員　10 人

●海のクラフト体験
貝殻で、オリジナルの作品を作ろう♪
日程　１月、２月（月曜休館）　9:00 ～ 17:00

※各教室とも電話予約をお願いします。
（ハワイアンダンス教室を除く）

※各教室の詳細は、ホームページをご覧
ください。

● PUSH コース（簡易心肺蘇生講習）　　
胸骨圧迫（心臓マッサージ）と AED を学ぼう !!
日時　１月 12 日㈷、２月７日㈯　10:00 ～ 11:00　
定員　10 人

問い合わせ　うみてらす北の脇　☎28－9933

問い合わせ　スポーツ振興課　☎22－3394

うみてらす北の脇イベント情報

本市では、地域の海洋ごみ削減、海洋環境保全の意識向上を図ることを目的とし
て、公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団と連携し、漂着ごみ専
用ごみ箱「Ｂ＆Ｇ拾い箱」を設置しました。
つきましては、拾い箱設置を記念してお披露目式お
よびビーチクリーンイベントを開催します。
日時　２月８日㈰　10：00 ～　お披露目式
　　　　　　　　　10：30 ～　ビーチクリーン
場所　うみてらす北の脇　　参加費　無料
当日は、ぜんざいやクラフト体験（フォトフレー
ム等）を準備してお待ちしています。こちらも
無料ですので、ぜひご参加ください。

問い合わせ
スポーツ振興課
☎22－3394

漂着ごみ
専用ごみ箱

「Ｂ＆Ｇ拾い箱」
設置しました！

問い合わせ　しんきんサンアリーナ
　　　　　　（スポーツ総合センター）
　　　　　　体育館受付　☎22−2300

しんきんサンアリーナ
（スポーツ総合センター）イベント情報

●こどもわくわくプロジェクト
　「リズム＆ダンス」開催のお知らせ
OK スポーツクラブのダンスインストラクターがお
届けする「楽しい！」「かっこいい！」がいっぱい
のリズム＆ダンスレッスン♪
日時　１月 24 日㈯　10：30 ～ 11：20（50 分）
対象　就学前年中・年長　10 人程度（先着順）
参加料　1,100 円
申込方法　１月 10 日㈯ 11：00 から体育館受付に

直接お越しいただくか、電話にてお申し
込みください。

ホームページ

日時　３月１日㈰　8:00 受付開始　9:00 スタート
場所　しんきんサンアリーナ
　　　（スポーツ総合センター）
コース　▶しんきんサンアリーナ周回コース
　　　　　（２km、３km）
　　　　▶北の脇・淡島シーサイドコース（10km）
種目　①小学生の部（２km）  ②中学生の部（３km）
　　　③家族の部（２km）
　　　④高校・一般の部、壮年の部（10km）
参加資格　小学４年生以上　※家族の部は３歳以上

で成人を含む２人以上の団体
参加料　無料　※申し込みの際に 180 円切手が必

要となります。
申込方法　所定の申込用紙に記入の上、スポーツ振

興課までご持参ください。（スポーツ振
興課のみで受付）　また、郵送での申し
込みも可能です。

受付期間　１月６日㈫〜２月６日㈮
申込用紙配布場所　スポーツ振興課、しんきんサン
アリーナ、那賀川支所、羽ノ浦支所、各公民館など

第42回 阿南健康マラソン大会
　     　参加者募集
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科学センター ☎ 42-1600 https://www.ananscience.jp/science/
おもしろ科学実験 プラネタリウム 天体観望会など 定期イベントはホームページのイベントスケジュールをご覧ください。

クラゲの「光」の秘密にせまる実験教室。光るたんぱく質GFP を
テーマに光と生命の不思議を大学の先生から学びましょう！
日時　１月12日㈷　13:30～15:00
対象　中学生～高校生　　料金　無料
定員　16人程度（先着順）
申込　ホームページからお申し込みください。

●化学実験教室
　『 生物が作る光るたんぱく質 』 

１月の休館日　１日㈷～３日㈯、５日㈪、13日㈫、19日㈪、26日㈪

無料・申込制

科学センターで育てた藍の葉を使い、藍染めの仕組みを学び
ながらハンカチを染めてみよう！
※布などの持ち込みはご遠慮ください。

【子どもコース】
日時　１月24日㈯
　　　13:30～15:00
対象　小学生～中学生
　　　※小学生は保護者同伴
料金　１人500円（保護者無料）
定員　20組40人程度（先着順）

●藍染め教室

有料・申込制

【大人コース】　　　　
時間　１月25日㈰
　　　13:30～15:00　
対象　高校生以上
料金　１人500円　　定員　20人程度（先着順）

【共通事項】
申込　１月11日㈰ 9:30～
　　　ホームページまたは電話でお申し込みください。

実験や工作を通じて、
天文・宇宙の世界をたっぷり楽しもう！

【低学年コース】
日時　３月７日㈯　9:00～12:00
対象　小学１年～３年生（保護者同伴必須）
料金　１人500円（保護者無料）
定員　20組40人程度（先着順）

【高学年コース】
日時　３月８日㈰　9:00～14:00
対象　小学４年～中学３年生　　料金　１人500円
定員　30人程度（先着順）

【共通事項】
申込　１月11日㈰ 9:30～
　　　ホームページでお申し込みください。

●コズミック・スクール

有料・申込制

※各コースの詳細
はホームページ
か学校から配布
されるチラシを
ご覧ください。

科学センター

23　広報あなん 2026.01



阿南市立図書館だ よ り

☆おはなし会（おはなしのポケット）
　（毎週日曜日）　11:00 ～
　場所：おはなしコーナー
◎学生ボランティアピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00 ～　【約 10分間】
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　※１月はお休みです。

那賀川図書館 ☎ 42－3111
ＦＡＸ 42－3299

☆おはなし会（こすもすおはなし会）
　（毎週土曜日）　14:00 ～
　場所：おはなしコーナー

羽ノ浦図書館 ☎ 44－2100
ＦＡＸ 44－2099

☆おはなしひろば（おはなしひろばひまわり）
　（毎週日曜日）10:30 ～			 
　場所：市役所市民交流ロビー
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30 ～
　場所：ひまわり会館

図書館カウンター ☎ 23－2020

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  7日㈬ 福 寿 荘 10:30～11:00
  8日㈭ 大 潟 分 館 14:00～14:30

見 能 林 公 民 館 14:50～15:20
  9日㈮ 阿 南 荘 14:30～15:00
11日㈰ 市 役 所 正 面 玄 関 前 11:00～11:30
15日㈭ キッチンマルシェ椿 11:00～11:30

椿 泊 漁 協 11:40～12:00
16日㈮ 桑野コミュニティセンター 14:20～14:50
21日㈬ 大 野 公 民 館 14:30～15:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
22日㈭ 新 野 公 民 館 14:40～15:10
23日㈮ 福 井 公 民 館 10:50～11:20
28日㈬ 長 生 公 民 館 13:50～14:20

上 中 セ ブ ン 前 14:30～15:00
29日㈭ 山 口 分 館 14:00～14:30
30日㈮ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30

橘 団 地 14:40～15:10
津 乃 峰 保 育 所 15:20～15:50

１月の巡回日程

問い合わせ　那賀川図書館　☎42－3111
※雨天の場合は日程を変更することがあります。

１月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

那賀川図書館
10:00〜18:00 休休休休休 ◎☆休休 ◎☆蔵書点検による

　特別休館日 ◎☆休 ◎
羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休休休休休 ☆ 休休 ☆ 休 ☆ 蔵書点検による

　特別休館日 ☆

図書館カウンター
9:00〜18:00

土日は17:00まで
休休休☆休 ★ ☆休休 ★ ☆休 ★ ☆休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ボランティアピアノ演奏

※図書館窓口の対応をはじめ、図書館活動全般のお仕事です。
　申込方法など詳しくは、14ページをご覧ください。
　　　　　問い合わせ　那賀川図書館　☎42－3111

令和８年度 採用予定の会計年度任用職員
（図書館司書・図書館事務員）を募集します

蔵書点検による特別休館日のお知らせ

蔵書点検中の図書館は、本の貸出・返却など全ての業務が停止します。
本の返却、予約、貸出期間の延長は、開館している館か図書館カウン
ターをご利用ください。
※本の予約や貸出期間の延長は、ホームページからも受付しています。

那賀川図書館　　１月19日㈪～23日㈮　   
羽ノ浦図書館　　１月26日㈪～30日㈮

蔵書点検とは…図書館の棚卸しにあたるもので、全ての本がデータと合って
いるか点検する作業です。この作業で行方不明の本などが分かります。図
書館にとって１年に１回の大切な作業です。ご協力をよろしくお願いします。

おはなしボランティアネットワーク「お話たいむず」  入場無料 申込不要

「行事の絵本について」
日時　１月10日㈯
　　　10:10～12:00
場所　那賀川図書館　視聴覚室

「お話たいむず」は、おはなしボ
ランティア同士の交流の場です。
今回は、季節や伝統行事の絵本
をお互いに紹介します。

広報あなん 2026.01　24



て ひ ろば育子

  6日㈫　身体計測
13日㈫　からだウキウキ！
20日㈫　おはなしポケット　10：00～
27日㈫　おにさんポシェットをつくろう

なかよしひろば� ☎21−2002
平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

予約不要

  7日㈬　みんなであそぼう
14日㈬　大きくなったかな（身体計測）
21日㈬　手形・足形アート　※要予約
27日㈫　つくってあそぼう（お面作り）

みんなのひろば� ☎44−5059
岩脇こどもセンター　平日 9:00〜14:00

予約不要

  6日㈫　お正月遊びをしよう
13日㈫　カイロプラクティック　※要予約
20日㈫　身体計測
21日㈬　双ごっこのつどい
27日㈫　作って遊ぼう

予約不要

にこにこひろば� ☎42−0720
今津こどもセンター　平日  9:00〜14:00

  7日㈬　おはなし会
　　　　（こすもすおはなし会）
14日㈬　おんがくに親しもう
　　　　（ファーストステップ演奏会）
20日㈫　身体計測
27日㈫　鬼のお面をつくろう
※16日㈮は園行事のため閉所しています。

予約不要

すまいるひろば� ☎22－8099
宝田こどもセンター　平日  9:00～14:00

  8日㈭　おはなしたんぽぽさん
    　　　による読み聞かせ
15日㈭　歯科検診・子育て相談
21日㈬　身体計測
    　　　体を動かして遊ぼう
28日㈬　鬼のお面を作ろう

ふれあいひろば� ☎28−1725
橘こどもセンター　平日  9:00〜14:00

予約不要

予約不要

ひだまりひろば� ☎36−2241
新野こどもセンター　平日  9:00〜14:00

  7日㈬　おはなしひろば
14日㈬　身体計測（おおきくなったかな）
21日㈬　鬼のお面を作ろう
28日㈬　手形アートを楽しもう

予約不要

つどいの広場・すくすくin阿南

子育て相談や子どもと保護者間の
交流の場です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　  6日㈫、9日㈮、13日㈫、
　　　16日㈮、20日㈫、23日㈮、
　　　27日㈫、30日㈮
場所　ひまわり会館　すこやかルーム
問 こども支援課　☎22−1677

おひさまひろば
予約不要

平日  9:30～15:30
※６日㈫までは休園となります。
  7日㈬～  9日㈮　お正月あそび
19日㈪～23日㈮　発育計測　
27日㈫　お誕生日会　
29日㈭　ひまわり号へ行こう
問 阿南市子育て家庭支援センター
　 山口町末広12-1　☎26−0353

主に18歳未満の児童を対象に心身の発達に
関すること、家庭での教育問題、学校生活で
の心配事、児童虐待に関することなどの相談
専用電話を開設しています。
直通電話　☎22−0765
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9:00～16:00
問 こども家庭センター　☎24−8062

家庭児童相談、児童虐待相談

「地域子育て情報アプリ
あななんといっしょ」について

阿南市内の子育て支援施設の情
報や子育てガイドを掲載してい
ます。阿南市公式LINE にお友
だち登録後、トーク画面の下部
に表示される子育てメニューからご利用いただ
けます。ぜひご活用ください♪

１月 地域子育て支援センター
お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

【ひだまりひろば】
●詳細等は各子育て支援センターまでお問い

合わせください。
●１月４日㈰までお休みです。１月５日㈪か

ら開所します。
令和８年になりました。年始は、保
育所や幼稚園、小中学校は冬休み中
ですので、多くの子どもたちはご家
庭でゆっくりと過ごしていることで
しょう。
冬休みの宿題といえば「新年のちか
い（目標）」が思い浮かびます。今
年１年間の目標を考え、文章にする
ことで、「今年は○○を頑張ろう」
と気持ちを高めることができます。
目標を決め、すらすらと書くことが
できる子どもがいる一方で、何を頑
張ろうかと悩んでしまい、なかなか
書くことができない子どもがいます。
もし、そのような様子を見かけたら、
お子さまに話しかけてみてください。
学校での勉強や友達のこと、「早寝、
早起き、朝ごはん」といった日常生
活のことなど、一緒に話をするなか
で、お子さまが目標を見つけられる
かもしれません。宿題に「新年のち
かい（目標）」がない場合は、「今年
は何に挑戦する？」とお子さまに声
をかけてみてください。
夢や目標を持つこと、志を高く持つ
ことはとても大切なことです。学校、
家庭、地域で子どもたちの成長を応
援しましょう。

学校教育課

－ 目標を新たに －

子育て一言メモ
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今年度のがん検診は
お済みでしょうか
完全予約制です。（人数制限あり）
検診日の２週間前までに総合健診センター
☎088−678−3557へご予約ください。
予約受付時間　平日8:30～16:00
※１月４日㈰までは年末年始のためお休み▲

日時　２月３日㈫　  8:30～11:30
　　　　　　　　　　13:00～15:00
　場所　健康づくりセンター
　内容　胃がん･肺がん検診（午前のみ）、

大腸がん検診、乳がん検診、骨粗
しょう症検診

※順次予約を受け付けているため、予約時
に空きがない場合もあります。ご了承く
ださい。

※詳しくは広報あなん７月号またはがん検
診等受診券をご覧ください。

※医療機関での大腸がん検診は12月15日
で終了しました。

栄養講座「高血圧と減塩
～おいしく減塩するために～」
日時　１月27日㈫　10:00～13:00
場所　ひまわり会館
対象　市内在住の40歳以上の方
定員　16人（先着順）
内容　講義と調理実習・試食
参加費　無料　　
申込締切日　１月21日㈬

 献血にご協力ください（１月）

実施日 採血場所 住所 採血時間

３日㈯ フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町   9:30～12:00

13:30～16:00

16日㈮ 阿 南 警 察 署 富岡町   9:30～11:00

23日㈮ 阿 南 光
高 等 学 校 宝田町 12:00～13:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

《献血に関するお問い合わせ》
問 徳島県赤十字血液センター
　 ☎088－631－3200

お酒で悩んでいませんか
巻き込まれていませんか
一度、相談・例会の見学来てみませんか

≪お酒に関する相談会・例会≫
日程　 ▼１月９日㈮　18:00～20:00
　　　　　　　　　　 ひまわり会館

　 　 　 ▼１月14日㈬　18:30～20:30
　　　　　　    　　   羽ノ浦公民館

　 　 　 ▼１月23日㈮　18:00～20:00
　　　　　　    　　   ひまわり会館

今月のテーマ「初心にかえる」

※県内他会場でも実施しています。
問 NPO法人　徳島県断酒会事務局　
　 ☎088−641−0737

阿波踊り体操教室
日時　１月28日㈬
　　　10:00～11:00（受付9:30～）
場所　健康づくりセンター２階　健康広場
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
定員　30人（先着順）　　参加費　無料
持参物　飲み物、タオル
★事前にご予約ください。開始前に血圧測

定をします。キャンセルの電話は当日ま
でにお願いします。

子宮頸がん検診
対象　20歳以上の女性で、令和７年度が

ん検診等受診券に、「R06済」の印
字や「受診済」の印がない方

●市内医療機関（要予約）
　阿南医療センター　☎28−7777

乳がん検診
対象　40歳以上の女性で、令和７年度が

ん検診等受診券に、「R06済」の印
字や「受診済」の印がない方

●市内医療機関（要予約）
・阿南医療センター　☎28−7777
・岩城クリニック　　☎23−5858

市外の医療機関で子宮頸がん
・乳がん検診を受診される方へ
予約先、診察時間は病院によって違います。
市ホームページまたは下記の２次元コード
から指定医療機関を確認し、
各医療機関へお問い合わせく
ださい。
※検診票は各医療機関にあり

ます。

対象者限定!　
乳がん・子宮頸がん・HPV検査の
無料券　３種類
①乳がん検診無料クーポン券
　（今年度41歳になる女性）
　有効期限　２月末まで
②子宮頸がん無料クーポン券
　（今年度21歳になる女性）
　有効期限　２月末まで

③HPV検査無料受診券
　（今年度31歳、36歳、41歳になる女性）
有効期限　３月末まで
※HPV検査は、

子宮頸がんを引
き起こすウイル
スの検査です。

※対象者の方には令和７年６月末頃に無料
クーポン券を郵送しています。受診の際
にお持ちください。

※紛失した方は、再発行できますのでお問
い合わせください

問い合わせ
保健センター
☎22−1590

健康いきいき情報
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市民の情報ひろばへの掲載について　掲載を希望される方は、
原稿と画像データ（掲載許可を得ているもの）を秘書広報課に電子メー
ルでお送りください。［ メールアドレス hisho@anan.i-tokushima.jp ］

３月号の締め切りは１月 23 日㈮です。

イベント

日時　２月１日㈰　10:00～12:00
集合場所　長生公民館
対象　２㎞くらい歩ける子ども、大人　
参加費　ひとり300円（保険料含む）
持参物　タオル、飲み物
申込締切日　１月27日㈫　2～5人ぐらいの

グループでお申し込みください。
※当日参加もできます。参加賞もあります。
問 総合型地域スポーツクラブ
　 はーぷな長生　秋本
　 ☎090−3460−3409
　 e-mail:nagaikesc@gmail.com

ウオークラリー参加者募集！

四国南東部イベント情報コーナー
●開館40周年記念特別展Ⅲ
　「ハレの日、めでたきモノたち」
日程　２月１日㈰まで
場所　安芸市立歴史民俗資料館
問 安芸市立歴史民俗資料館　
　 ☎0887−34−3706

●やなせたかしと高知の話展
日程　１月10日㈯～２月23日㈷　
場所　安芸市立書道美術館
問 どっぷり高知旅キャンペーン推進委員会
　 （高知県観光振興スポーツ部観光政策課内）
　 ☎088−823−9606

（一社）みなみ阿波観光局
イベント情報掲載

（一社）高知県東部観光協議会
イベント情報掲載

第 58 回阿南市社会福祉大会
（同時開催）～第 15 回阿南市
ボランティアフェスティバル～ 

長年にわたり阿南市の福祉の向上にご尽力さ
れた方を称えるとともに、「明るく住みよい
まち〝阿南〟」の実現をめざすために阿南市
社会福祉大会を開催します。
式典後、認定NPO法人抱樸　福岡県地域生
活定着支援センターセンター長　小畑孝仁さ
んによる講演会「ひとりにしない」という支
援～ NPO法人抱樸の取組～を開催します。

（入場無料、参加申込不要）
生活困窮や社会的孤立にある人びとの生活再
建とつながりの回復への支援活動についてご
講演いただきます。
あわせて、ボランティアグループの発表、交
流を目的としてボランティアフェスティバル
を同時開催します。
日時　１月31日㈯　10:00～
場所　夢ホール（文化会館）、富岡公民館
問 阿南市社会福祉協議会　☎23−7288

日時　１月10日㈯　10:00～15:00　
　　　※各気象警報時は中止
集合場所　津乃峰地区防災公園駐車場　
　　　　　県道周辺から案内します。
　　　　　（JR橘駅前で10:30に受付）
行程　出発式後橘駅前で合流、赤い鳥居をく

ぐり10分程歩いた広場で準備体操。
表参道を登り津峯神社をめざします。
ゆったり参拝し、昼食を取り、神社周
辺を散策します。帰路は裏参道を下り
赤い鳥居で解散します。

参加費　300円（会員は200円）保険料を
含みます。※小学生以下無料（当日
支払い）

持参物　保険証のコピー、お弁当、雨具、飲
み物、各自必要な物

問 阿南歩こう会　大野
　 ☎090−8691−1574

阿南歩こう会
津峯神社へ初詣に行こう（７Km）

あなんで映画を見よう会冬例会
「花まんま」 

不思議な記憶を巡る、兄と
妹の物語。直木賞受賞ベス
トセラー、待望の映画化！
日時　１月18日㈰
　　　①10:30～
　　　②13:30～
場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）
出演　鈴木亮平、有村架純ほか
チケット ▲

前売り 1,000円▲

当日 1,300円、60歳以上1,100円、６
歳～18歳 および障害のある方 500円、
未就学児無料、会員800円（年会費500円）

問 あなんで映画をみよう会
　 ☎090−2788−5465

新成人を祝う会
新成人を迎えるみなさま、
おめでとうございます。世
代を超えて集える笑顔いっ
ぱいの宴を予定しています。
お気軽にご参加ください。
日時　１月15日㈭
　　　13:30～15:00（開場13:00～）
場所　西室苑　マルチパーパスホール
参加費　無料
出演　美尺会、わらんちゅー、キラキラレデ

ィース
内容　三味線・太鼓の演奏、日本舞踊、フラ

ダンス、手品など
※イベントのあとは、カフェ「ルピナス」で

のドリンクタイム（100円～）もお楽し
みください。

申込方法　お電話でお申し込みください。（参
加人数をお知らせください）

問 西室苑　☎22−1810

西室苑からのお知らせ

お正月はみんなで凧揚げを
楽しもう！
日時　１月３日㈯　
　　　10:00～14:00
　　　※雨天の場合は中止
場所　那賀川河川敷第３緑

地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※子ども用の貸出し凧あります。（無料）
※焼いもをサービス（先着300人）
　耕作放棄地でおやじ達が作った芋。おいし

いよ！
問 羽ノ浦町おやじの何でも塾　
　 福井　☎090−5717−7334

第15回 羽ノ浦新春凧揚げ大会 

新春JAZZ「不滅の名曲とスタンダード」
新しい年の幕開けを華やかに彩るのは、ジャ
ズの不滅の名曲とスタンダード。
瀬部妙子トリオによる「新春JAZZ」は、心
に響くピアノの旋律、サックスの豊かな歌心、
そしてベースの深いグルーヴが織りなす至福
のひととき。ぜひご参加ください。
開催日　１月17日㈯　
場所　杜のホスピタル５階　杜のホール
時間　14:00～（受付13:30～13:55）
　　　※受付終了後の入場はご遠慮いただき

ます。
定員　50人（完全予約制）
出演　瀬部妙子（ピアノ）
　　　川崎忠洋（サックス）
　　　玉木勝（ベース）
申込方法　土、日、祝日を除く9:00～17:00

に電話でお申し込みください。
※入場無料
※プロフィール等詳細に関しては、杜のホス

ピタルホームぺージ、Instagram をご確
認ください。 

問 杜のホスピタル　リハビリテーション部
　 ☎22−0218

杜のホスピタル文化活動
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市民の情報ひろばへの掲載について　掲載を希望される方は、原稿と画像データ（掲載許可を得ているもの）を秘書広報課に

電子メールでお送りください。

３月号の締め切りは１月23日㈮です。メールアドレス　hisho＠anan.i-tokushima.jp

市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

阿南警察署からのお知らせ
こんなときは運転を控えましょう 

年末年始を迎え、帰省や初詣等、出かける機
会が増えると思いますが、交通事故を防ぐた
め、以下のときには、運転を控えるようお願
いします。
●寝不足や体調が悪いとき
●気持ちがイライラしたり、心配事や悩み事
が気になっているとき
●常時服用している薬の影響が心配なとき
●大雨や積雪など天候が悪いとき
問 阿南警察署　☎22−0110

お知らせ

検察審査会ってどんなところ…
交通事故・詐欺など犯罪の被害にあったが、
検察官がその被疑者を不起訴にした（裁判に
かけなかった）ことに納得できない！
このような場合、まずは検察審査会にご相談
ください。申し立てや手続案内には、費用は
かかりません。（ただし、申し立てには一定
の要件が必要です）
検察審査会では、検察官が事件を裁判にかけ
なかったことのよしあしを、選挙権を有する
国民の中から「くじ」で選ばれた11人の検
察審査員が審査します。
問 徳島検察審査会事務局
　 （徳島地方裁判所内）
　 ☎088−603−0160

若者の「働く」を応援します 
とくしま地域若者サポートステーションは、
厚生労働省から委託を受け、働くことを希望
している15～49歳の若者無業者等およびそ
の家族を対象とした就労支援機関です。個別
相談や、就労に向けた各種講座、職業適性検
査等の実施、また職場見学や職場実習を行っ
ています。
●ハローワーク阿南で出張相談会の開催
日時　１月９日㈮　12:30～16:00
場所　ハローワーク阿南　会議室
※ 事前予約制
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 ☎088−602−0553

日時　１月10日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、相続の手続き、成年後

見制度などに関する相談
問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 ☎088−679−4440　
　 ※土、日曜日は☎26−1157

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）のご案内

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費
用を対象とした公的な融資制度です。お子さ
ま１人につき350万円以内を固定金利（年
3.15％（令和７年11月１日現在）で利用で
き、在学期間内は利息のみのお支払いとする
ことができます。
詳しくは「国の教育ローン」で検索していた
だくか、下記のコールセンターへお問い合わ
せください。
問 教育ローンコールセンター
　 ☎0570−008656（ナビダイヤル）
　 または☎03−5321−8656

日時　２月15日㈰　10:30～14:30
　　　（昼休憩12:30～13:30）
場所　商工業振興センター２階
対象者　徳島県南部地域に在住する見えない
　　　　・見えにくいことでお困りの方やその

家族、または支援をされる方
内容
①午前の部
「音声操作によるサピエ図書館の利用紹介」

アマゾンのサービスを使って、声による
操作のみで音声図書が聞けるようになり
ましたので、その利用方法等についてご
紹介します。

「視覚障がい者向け機器等の体験」
文字等を拡大したり色反転機能などで見
やすく表示する拡大読書器、活字をカメ
ラで撮影しその内容を読み上げてくれる
音声読書器、音声で読み上げてくれる時
計や体重計・血圧計など視覚障がい者向
けに作られたさまざまな機器を実際に手
に取って体験していただけます。

②午後の部
「伴歩で楽しくウォーキング」

伴走・伴歩グループである「阿波を共に
走る会」にご協力いただき、伴歩でウォ
ーキングを楽しみます。

参加費　無料
※事前申し込みが必要です。下記までお申し

込みください。
問 徳島県立障がい者交流プラザ　
　 視聴覚障がい者支援センター
　 ☎088−631−1400

阿南市見えない・見えにくい方
向け機器展示会のご案内

☆健康について考えてみませんか？楽しく一
緒に運動しましょう♪
日時　１月13日㈫　10:00～11:30
場所　カイロプラクティック 癒
　　　（才見町三本松２番地１）
参加費　3,300円（用具貸出費含む）
持参物　動きやすい服装、タオル、飲み物
※事前予約をお願いします。
問 日本カイロプラクティック連合会
　 会員　橋本　☎090−5278−9359

カイロプラクターによる
からだのゆがみを正す運動教室

子どもは可愛いけれど、イライラして怒って
しまう自分をどうにかしたい。
同じこと言っても聞かない。そんな方に気持
ちが楽になる講座です。
４人以上集まれば開催できますので、ご連絡
ください。
費用は無料です。
問 CSP トレーナー 中西裕子
　 e-mail:u.hikari777@gmail.com

CSP（コモンセンスペアレンティング
プログラム）怒鳴らない子育て

日時　１月 11日㈰ 10:00 ～11:30
場所　しんきんサンアリーナ
対象　①大人の部（高校生からシニアの方）

②小・中学生の部（小学３年生以下は
保護者同伴）

定員　各10人（先着順）
参加費　無料（保険に加入していません）
持参物　体育館シューズ、飲み物、タオル
申込方法　電話またはショートメールで氏名、

年齢（学年）、電話番号をお知ら
せください。

問 阿南市バウンドテニス協会 戸井
　 ☎080−6389−4329

バウンドテニス体験会
参加者募集

令和７年度 徳島県委託事業
アクティブシニア「介護助手」交流会 

おおむね60歳以上の現在活躍中の介護助手
の皆さんと、介護助手に興味がある方を対象
とした交流会を開催します！現役介護助手の
方から、やりがい等のお話を直接聞ける機会
です！ぜひ、交流を深め、住み慣れた地域で
介護助手として働いてみませんか。また、口
腔ケアの基礎知識を学ぶ「オーラルフレイル
と口腔体操」の講座も開催しますのでぜひご
参加ください。
日時　１月22日㈭　13:30～15:45
場所　イオンモール徳島　４階　
　　　イオンホール
内容　オーラルフレイルと口腔体操（加藤高

英さん）、介護助手交流会
対象　現役介護助手の方、介護助手に興味が

あ る 方（ 無 資 格・ 未 経 験・ シ ニ ア
OK）

定員　30人（先着順）
申込締切日　１月15日㈭
※参加無料

問 徳島県社会福祉協議会福祉人材センター
　 ☎088−625−2040

ホームページ

「駅前労働相談会」を開催
パワハラや解雇、賃金未払、配転拒否などの
労使間トラブルについて、徳島県労働委員会
委員が解決のためのアドバイスをします。
日時　２月１日㈰　13:30～16:30
                 　　　（受付1:15～16:00）
場所　シビックセンター（アミコビル４階）
申込方法　電話、ファクス、
　　　　　２次元コードから
　　　　　お申し込みください。
申込締切日　１月30日㈮
　　　　　　15:00まで（事前予約優先）
相談料　無料
問 徳島県労働委員会事務局
　 平日8:30～12:00、13:00〜17:15
　 ☎088−621−3234
　 FAX088−621−2889

「保育現場の今」を園長先生から聞けるほか、
復職保育士との座談会や保育見学で、保育の
楽しさや「やりがい」を再発見できます。あ
なたの資格、もう一度生かしてみませんか？
詳細はお問合せください。
●潜在保育士就職・復職・応援セミナー
日時　１月24日㈯　10:00～12:00
場所　みつぼしこどもえん（徳島市沖浜東）
定員　20人程度　　参加費　無料
申込方法　電話・メール・

WEB申し込み
フォームで受付

　　　　　※事前申込、当
日参加可

問 《徳島県委託機関》
　 徳島県保育士・保育所支援センター
　 徳島県福祉人材センターアイネット
　 ☎088−625−2040　
　 FAX 088−656−1173

申し込みはこちら

保育士さん、
そろそろ出番です！
～保育に関わるチャンス
　　　　ここにあります！～ 訓練科　IT基礎科２（短時間コース）

内容　パソコンの基本操作、ワード、エクセ
ル、パワーポイントの基礎等

定員　15人
※応募状況等により、訓練の実施を中止する

ことがあります。
対象　離転職者で、公共職業安定所長から受

講指示等を受けることができ次のいず
れかに該当する方
①勤務時間が短時間の方や不安定な就

労状態にある方等の在職中の求職者
②その他訓練時間に配慮を必要とする方

期間　３月２日㈪～５月29日㈮
　　　※原則、土、日、祝日は休校
訓練時間　9:00～12:50
　　　　　（一部9：00～14：30）
訓練場所　四国進学会阿南校
　　　　　（富岡町今福寺３番１）
受講料　無料　※テキスト代8,690円程度
　　　　　　　　は自己負担
申込期間　１月７日㈬～２月10日㈫
申込先　居住地を所管する公共職業安定所へ
※詳しくはお問い合わせください。
問 公共職業安定所または
　 県立南部テクノスクール
　 ☎26−0250

県立南部テクノスクール
訓練生募集

日時　１月10日㈯　14:00～15:00
場所　阿南医療センター　２階　講堂
演題　

▼「抗生物質についてのお話（仮）」
　講師　薬剤部 薬剤師

▼「ヒトは血管と骨格とともに老いる」
　講師　内科の医師
参加費　無料
問 阿南医療センター　☎28−7777

阿南医療センター
医師による市民公開講座

ポリテクセンター徳島
求職者向け職業訓練受講生募集
募集訓練科
〈７カ月コース〉
６カ月コースの前に１
カ月の導入講習を受講
していただきます。

▼溶接加工科　 ▼電気設備技術科

▼住宅リフォーム技術科
訓練期間　３月３日㈫～９月30日㈬
対象者　公共職業安定所に求職の申し込みを

している方など（入所選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　１月６日㈫～２月２日㈪
申込先　住所を管轄するハローワーク
問 ポリテクセンター徳島
　 ☎088−654−5102
　 平日9:00～17:00

阿南ファミリー・サポート・センター
●会員講習会（１講座から受講可）
育児のお手伝いをしてくれる人（提供会員）、
育児のお手伝いをして欲しい人（依頼会員）
がお互いに安心安全に子育てサポートの提供
や依頼ができるよう、必要な技術や知識を習
得する講習会が始まります。（１月～２月）
日時　１月30日㈮　
　　　10:00～12:00　こどもの遊び　
　　　13:00～16:00　安全・事故　
場所　ひまわり会館
受講料　無料
※要申込（無料託児あり）　
●ウェルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作りや
地域の情報交換など、保健師さんも来てくれ
て計測や相談に応じてくれます。妊婦さんも
歓迎!!
日時　１月21日㈬　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム
●事務所内開所時間中は、ゆずり受けた子ど
も用品を必要な方がお持ち帰りできる子育て
用品リユースコーナー『おゆずりタウン』を
どなたでもご利用できます。
LINE公式アカウントを開設しました。

「友達追加」画面から２次元コ
ードを読み取ると、おゆずりタ
ウン☆阿南ファミサポの友達登
録ができます。
阿南ファミサポのお知らせやおゆずりタウン
の情報を発信しています。ご登録お待ちして
います。
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 平日９時～17時　☎24−5550

空き家セミナー
「松本明子さんから学ぶ
実家じまいのリアル」
参加者募集

実家じまいにご苦労された松本明子さんをお
招きし、空き家セミナーを開催します。
セミナー会場には、空き家相談窓口も設置し
ますので、お気軽にご相談ください。
セミナー詳細、お申し込み方法につきまして
は、ホームページをご覧ください。
日時　１月24日㈯　13:30～
場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）
問 徳島県 南部総合県民局 
　 地域創生防災部（美波）
　 ☎0884−74−7330 ホームページ

防衛省自衛隊募集
防衛省では、災害派遣や国際貢献等で活躍す
る自衛官を募集しています。自分を活かせる
100を超える職種と、段階的な育成制度で
社会に貢献できます。
逐次採用試験を実施しています。
また18歳から52歳未満の幅広い方が応募で
きる予備自衛官補制度もあり、大学生やお勤
めの方も余暇を利用して教育訓練を受けるこ
とができます。
陸、海、空自衛隊にはきっと皆さんも興味を
持つさまざまな職種・職域があります。

問 自衛隊徳島地方協力本部
　 阿南地域事務所　☎22−6981
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光のまち ステーションプラザ １月の催し

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

〇尽誠学園高等学校女子硬式野球部合宿
11日㈰、12日㈷
※天候等により変更、中止する場合があります。

問い合わせ　野球のまち推進課　☎22−1297

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

１月の日程

■展示コーナー　10:00～21:30
　※各展示とも展示初日は12:00から

最終日は展示入れ替えのため12:00までに終
了します。

〇賀上書道教室　４日㈰～18日㈰
〇阿南に息づく竹人形の伝承技
　「未来へつなぐ後継者育成講座作品展」
　　　　　 　　　27日㈫～２月８日㈰

■体験コーナー	
つまみ細工で作る うさぎのおひな様

28日㈬　13:30～　【申込締切日】27日㈫	
【参加費】2,500円　【定員】５人

 展示会・体験会　開催希望者募集中 

申し込み・問い合わせ 　
光のまちステーションプラザ　☎24−3141

しんきんサンアリーナ（温水プール） 1・2・3・5・13・19・26日
那賀川スポーツセンター 1・2・3・7・14・21・28日
羽ノ浦スポーツセンター 1・2・3・5・13・19・26日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・2・3・5・13・19・26日
JAアグリあなん運動公園 1・2・3・6・13・20・27日

スポーツ施設の１月の休館日あぶない ! こんなに事故が
交通事故

件　　 数
死　　 者
負 傷 者

215件 （2,039）
1人       （2）

18人   （169）

救　　急 件　　 数
搬送人員

284件（3,512）
259人（3,215）

火　　災 件　　 数 3件     （32）
●阿南署管内令和７年11月分。カッコ内は１月からの累計。

問い合わせ　かもだ岬温泉保養施設　☎21−3030

※上記休館日以外に、都合により臨時休館する
場合があります。

※１月１日㈷は 7:00 から営業します。

かもだ岬温泉を
ご利用ください
かもだ岬温泉は県内屈指の
天然温泉です。
ゆったりとおくつろぎください。

１月の休館日
５日㈪、６日㈫、７日㈬、13日㈫、
19日㈪、26日㈪

今月の風呂の日
フ ロ

一般入浴料
半額！

25
１月

11月臨時会（11月18日開催）・11月定例会（11
月27日開催）で、次の内容について審議し、承
認されました。

教育委員会臨時会・定例会だより

臨時会
●　阿南市教育委員会職員の分限

等に関する処分について
定例会
●　教育長報告

Ⅰ．各種行事等報告（第31回阿南市識字学級
交流集会、学童展、ふれあい文化祭等）

Ⅱ．今後の主な行事について
●　令和７年度阿南市教育委員会の点検・評価（令

和６年度対象）について（教育総務課）
●　第72回徳島駅伝について（スポーツ振興課）
●　次回教育委員会定例会の日時について（教育

総務課）
定例会は、毎月１回開催しています。臨時会は、
必要に応じて開催します。教育委員会の会議は、
傍聴することができます。（ただし、会議は公開
を原則としますが、案件によっては、非公開とな
る場合があります）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせし

ています。

問い合わせ　教育総務課　☎22−3299
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日  開催日　時  時間　所  場所　予  予約受付　問  問い合わせ先

１月の相談
弁護士による法律相談（要予約）	 ８日㈭
時  13:30～16:20　所  市役所１階　相談室
予  １カ月前から　問  市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。※1人20分まで。

行政相談委員による行政相談	 13日㈫、27日㈫
時  9:30～11:30　所  市役所２階　207会議室
問  市民生活課　☎22−1116　※1人20分まで。

司法書士による法律相談（要予約）	23日㈮
時  14:00～16:00　所  ひまわり会館
問  徳島県司法書士会　☎088−657−7191（相談予約電話）

※ご予約は１月５日㈪から　※１人30分まで。

空き家・空土地有効活用相談会（要予約）	13日㈫
時  10:00～12:00　所  市役所２階　市民交流ロビー
予  ９日㈮までに
問  徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎070−

1736−6753または住宅課　☎22－3431

消費生活相談（来所時は要電話）	 平日
時  9:30～16:30　所  市役所２階
問  消費生活センター　☎24−3251

人権相談	  21日㈬
時  13:30～16:00　所  ひまわり会館
問  人権・男女共同参画課　☎22−3094

不登校・ひきこもり相談（来所時は要予約）	 平日
時  8:30～17:15　所  市役所１階
問  地域まるごとサポートセンター　☎24−8070

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日  ６・13・20・27日　時  13:00～16:00
日  ９・23日　時  10:00～12:00、13:00～16:00
所  市役所５階　相談室　予  随時
問  相談予約電話（人権・男女共同参画課）　☎ 22－0361

年金相談（要予約）	 ８日㈭
時  9:30～15:30　所  市商工業振興センター
予  相談日の前月１日から電話による完全予約制
問  徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※２月の相談日はありません。

中小企業の経営相談会（要予約）	 15日㈭
時  10:15～18:00　所  光のまちステーションプラザ
予  前日までに徳島県よろず支援拠点へ
問  徳島県よろず支援拠点　☎088−676−4625

または商工戦略課　☎22−3290

心配ごと相談� ５日㈪、19日㈪、26日㈪
時  10:00～15:00　所  ひまわり会館１階
問  社会福祉協議会　☎23−7288

日 医 療 機 関 名 所 在 地 問い合わせ
1日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町  ☎28－6200
2日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町  ☎28－6200
3日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町  ☎28－6200
4日 富 永 医 院 羽ノ浦町  ☎44－2123

11日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町  ☎28－6200
12日 益 崎 胃 腸 内 科 医 院 那賀川町  ☎42－0022
18日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町  ☎28－6200
25日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町  ☎28－6200

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してください。
当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番 18：00〜22：00（日曜祝日は17:00～）

当番医療機関の問い合わせは　
阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※阿南市夜間休日診療所は健康づくりセンター内にあります。

●小児救急医療体制　
受入日や時間帯は徳島県ホームページ「医療とくしま」
にてご確認ください。

１月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

防災行政無線の自動電話応答サービス ☎28−9000
防災行政無線からの放送内容を電話で確認することが
できます。通話料は利用者の負担になります。

１月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本（広
域交付は除く）、身分証明書、所得証明書、所
得課税証明書、市・県民税公課証明書、軽自動
車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません）

問い合わせ　市民生活課　☎22−1116

７日㈬、21日㈬　17:15〜18:15

１月の市税

■国民健康保険税（第８期）
納期限は、２月２日㈪です。納め忘れのないよう
にしましょう。

１月の延長・日曜窓口
市税の納付および分納等の納税相談を受け付けて
います。
※課税内容のご相談については、平日開庁時間内

に対応しています。
延長窓口　21日㈬　17:15～19:15
　　　　　正面玄関からお越しください。
日曜窓口　25日㈰　８:30～17:00
　　　　　東玄関からお越しください。
問い合わせ　税務課納税係　☎22−1792
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橘港小勝緑地で11月30日に「令和７年度阿南市総合防災訓練」を実施し
ました。地域住民や関係機関等約300人が参加し、津波避難訓練や住民
参加型の救護訓練（応急措置等）を行い、一人一人が防災意識を高めました。

防災力強化のために

11月１日～16日に那賀川図書館で ｢やまもとしんじ 絵本原画展｣ が行
われました。お店や都道府県が舞台のさがし絵本や、人気コミックとの
コラボ－レーション作品が展示され、来場者は楽しそうに見ていました。

豊かな感性と想像力を育む絵本の世界

ナカちゃんが那賀川に来て20周年を迎えた「感謝祭」が11月２日に那賀川社会福祉会館
で開催され、エピソードや歌が披露されました。11月４日には阿南市上空にアザラシのよ
うな形に見える雲が発生するなど、地元ではナカちゃんを思い出す機会となりました。

ナカちゃんへの感謝を込めて

11月15日に夢ホールで ｢いにしえの鉱山採掘｣ と題した講演会が開催
されました。鉱山採掘をテーマとし、鉱山採掘の歴史や辰砂採掘との関
連、火入れ法採掘の放射性炭素年代測定結果報告などが話されました。

鉱山採掘と若杉山辰砂採掘遺跡

地元の小学生と園児が11月４日、那賀川町中島港海岸防潮堤で「出
島壁画再創造プロジェクト」を行いました。クラスで協力して自由
に絵を描いたり、手形を押すなどして作品を完成させました。

地域を彩る壁画再創造プロジェクト

11月１日、ゴーヤで緑のカーテンを作り夏の暑さ対策につなげる「みどりの
カーテンプロジェクト」の表彰式が阿南市商工業振興センターで行われまし
た。企業の部48社、学校の部13校が取り組み、優秀な作品が集まりました。

みどりのカーテン表彰式

阿南市のライン公式アカウン
ト、フェイスブック、インスタ
グラムなどでも阿南市の最新
情報をお届けしています。

インスタグラムフェイスブック阿南市公式ライン

表
紙
説
明

11月８日、消防本部で「あなん消防フェア2025」が開催されま
した。消防車両の搭乗や防火服の着装、ちびっこレスキュー（ロ
ープ渡り等）などがあり、多くの人で盛り上がりました。

☎
0884-22-1110　

FAX0884-22-4090
e-m

ail : hisho@
anan.i-tokushim

a.jp
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